
　
　

は
じ
め
に

本
稿
で
は
、
近
世
後
期
の
村
社
会
に
お
け
る
庄
屋
家
の
妻
が
、
自
分
の
病
や

体
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
観
察
・
認
識
し
て
い
た
か
、
そ
の
実
態
を
あ
き
ら
か

に
す
る
。
対
象
と
す
る
の
は
一
九
世
紀
前
期
に
あ
た
る
文
化
期
、
幕
府
領
の
肥

後
国
天
草
郡
高
浜
村
庄
屋
上
田
家
で
あ
る（1）

。
分
析
の
対
象
と
な
る
上
田
さ
ほ

は
、
庄
屋
上
田
宜
珍
の
娘
で
あ
り
、
婿
養
子
順
一
郎
の
妻
で
あ
る
。
さ
ほ
は
、

二
三
・
二
四
歳
で
あ
っ
た
文
化
五
～
六
年（
一
八
〇
八
～
〇
九
）「
養
生
方
ノ
手
控
」

に
、
自
身
の
病
気
に
関
わ
る
熊
本
・
天
草
崎
津
に
お
け
る
受
診
・
服
薬
と
、
そ
れ

に
よ
る
体
調
や
病
状
の
変
化
を
詳
細
に
記
録
し
て
い
る
。
ま
た
、
さ
ほ
の
お
か
れ

た
環
境
や
属
性
を
端
的
に
表
現
す
る
た
め
、
ま
だ
庄
屋
見
習
で
あ
っ
た
順
一
郎
の

妻
、
庄
屋
家
の
妻
の
一
人
と
し
て
扱
う
。

近
世
後
期
の
妻
の
病
認
識
に
つ
い
て
、
高
野
信
治
氏
は
、
広
島
藩
儒
頼
春
水
妻

静
子
の
日
記
か
ら
息
子
の
障
害
認
識
を
分
析
し
て
い
る
が
、
静
子
は
自
身
の
体

調
・
病
状
や
診
療
・
服
薬
な
ど
詳
細
に
記
録
し
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る（2）

。
そ

の
理
由
と
し
て
「
体
調
の
管
理
が
、
子
供
を
含
め
た
家
族
、
家
政
を
実
質
的
に
担

う
立
場
と
し
て
必
要
、
と
い
う
考
え
が
あ
っ
た
」
こ
と
、
そ
れ
に
加
え
、
大
坂
の

儒
医
で
あ
る
父
・
飯
岡
義
斎
の
影
響
を
想
定
し
て
い
る
。
ま
た
、
同
じ
静
子
の

日
記
を
分
析
し
た
吉
田
ゆ
り
子
氏
は
、
娘
お
十
の
妊
娠
・
出
産
時
の
記
事
を

ま
と
め
て
い
る（3）

。
静
子
は
、
医
者
の
診
察
・
投
薬
、
小
用
や
大
便
の
不
通
な
ど

臨
月
ま
で
の
体
調
の
不
調
を
記
し
て
い
る
。

さ
ほ
の
記
録
は
、
日
記
で
は
な
い
が
、
自
身
の
病
や
体
調
に
つ
い
て
詳
細
に
記

録
し
て
お
り
静
子
と
共
通
す
る
。
そ
し
て
次
代
庄
屋
の
妻
と
し
て
、
家
族
、
家
政

を
実
質
的
に
担
う
立
場
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
さ
ほ
が
書
や
和
歌
を

学
び
、
文
字
で
自
分
の
感
情
や
行
動
を
表
現
で
き
る
能
力
を
持
つ
こ
と
、
実
家
が

庄
屋
と
い
う
村
落
上
層
農
民
で
、
父
が
地
誌
を
編
纂
し
、
測
量
術
を
駆
使
し
、
和

歌
を
詠
む
な
ど
、
地
方
文
人
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
静
子
の
環
境
に
近
い
と
い
え

る（4）

。一
方
、
沢
山
美
果
子
氏
は
、
近
世
女
性
の
〈
産
む
〉
身
体
観
を
、
藩
の
間
引
き

教
論
書
・
懐
胎
届
・
医
者
の
診
療
記
録
・
産
科
書
な
ど
か
ら
あ
き
ら
か
に
し
て
い

る（5）

。
津
山
藩
の
懐
胎
届
は
女
性
自
身
が
自
分
の
体
を
観
察
し
判
断
し
た
内
容
が

記
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
在
村
医
の
産
科
写
本
な
ど
か
ら
、
医
者
の
診
察
は
問
診

が
中
心
で
あ
り
、
女
性
の
み
が
知
り
得
る
経
水
停
止
・
胎
動
・
腹
の
膨
ら
み
が
懐

胎
の
診
断
根
拠
と
な
り
、
女
性
自
身
の
見
立
て
と
医
者
の
診
断
の
間
に
は
あ
ま
り

大
き
な
差
が
な
か
っ
た
と
指
摘
し
て
い
る
。
さ
ほ
の
場
合
は
、妊
娠
で
は
な
い
が
、

そ
こ
に
つ
な
が
る
経
候
（
月
経
）
不
調
な
ど
婦
人
病
の
治
療
で
あ
り
、
自
身
の

近
世
後
期
庄
屋
家
妻
の
病
・
体
認
識

―
天
草
郡
高
浜
村
上
田
さ
ほ
の
養
生
記
録
―

東　
　
　
　

昇
七
三

近
世
後
期
庄
屋
家
妻
の
病
・
体
認
識

―
天
草
郡
高
浜
村
上
田
さ
ほ
の
養
生
記
録
―



体
調
や
病
状
の
変
化
を
特
に
詳
細
に
観
察
し
た
と
い
え
る
。

こ
の
よ
う
な
先
行
研
究
を
踏
ま
え
て
、
本
稿
で
は
、
近
世
後
期
、
庄
屋
家
の
妻

が
自
分
の
病
や
体
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
観
察
・
認
識
し
て
い
た
か
実
態
を
あ

き
ら
か
に
し
、
そ
の
意
義
に
つ
い
て
考
え
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
二
〇
代
前
半
の

女
性
本
人
が
記
し
た
受
診
・
服
薬
、
体
調
・
病
状
の
記
録
は
、
日
記
以
外
で
は
数

少
な
い
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
た
め
で
き
る
限
り
史
料
の
記
述
に
沿
っ
て
、
時
系
列

で
叙
述
し
て
い
る
。
内
容
構
成
と
し
て
、
ま
ず
文
化
五
年
熊
本
城
下
に
お
け
る
受

診
を
１
藩
医
村
井
椿
寿
、
２
藩
医
永
井
・
林
田
に
分
け
、
そ
こ
か
ら
診
察
の
様
子
、

投
薬
や
灸
治
の
効
果
、
城
下
で
の
疱
瘡
流
行
の
影
響
な
ど
を
分
析
す
る
。
３
で
は
、

翌
年
崎
津
に
到
来
し
た
鹿
児
島
藩
医
小
田
医
三
の
診
察
・
投
薬
、
鹿
頭
霜
の
作
製

と
効
果
、
治
癒
の
過
程
を
描
き
な
が
ら
、
最
後
に
さ
ほ
が
お
か
れ
た
薬
の
入
手
環

境
に
つ
い
て
ま
と
め
た
い
。

１

熊
本
に
お
け
る
藩
医
村
井
椿
寿
の
受
診

１
―
１

上
田
さ
ほ
の
一
生

最
初
に
、
上
田
さ
ほ
の
一
生
を
妊
娠
・
出
産
に
関
す
る
事
例
を
中
心
に
述
べ
た

い
。
上
田
さ
ほ
は
、天
明
六
年
（
一
七
八
六
）、父
上
田
源
作
（
上
田
家
七
代
宜
珍
、

三
二
歳
）、
母
ひ
で
（
二
三
歳
）
の
娘
と
し
て
誕
生
し
た（6）

。
寛
政
七
年
一
〇
歳
の

時
、「
子
守
歌
」
を
書
写
、
一
六
歳
の
寛
政
一
三
年
一
一
月
一
三
日
後
述
す
る
長

崎
の
松
下
新
三
郎
へ
清
書
を
送
る
な
ど
書
の
指
導
を
受
け
、
そ
の
他
、
父
宜
珍
と

同
じ
く
和
歌
を
学
ん
で
い
る（7）

。

一
二
歳
と
な
っ
た
寛
政
九
年
四
月
二
三
日
、
病
気
の
た
め
、
平
床
村
に
い
た

医
師
宮
田
を
迎
え
に
行
っ
て
お
り
病
気
の
記
述
は
続
く
。
一
七
歳
の
享
和
二
年

（
一
八
〇
二
）
一
一
月
一
二
日
、
宜
珍
の
甥
に
あ
た
る
城
木
場
村
松
山
八
十
七
明
重

の
嫡
男
順
一
郎
（
善
之
助
・
作
七
・
信
親
）
一
六
歳
と
結
婚
し
た（8）

。

享
和
三
年
閏
正
月
八
日
痛
み
、
三
月
二
八
日
風
邪
を
引
く
が
、
六
月
一
〇
日
帯

祝
が
あ
り
妊
娠
し
て
い
る
。
し
か
し
、
一
〇
月
三
日
大
江
村
社
人
木
下
氏
へ
さ
ほ

の
病
気
全
快
の
祈
祷
を
頼
ん
で
お
り
、
出
産
の
記
録
が
な
い
た
め
流
産
し
た
可
能

性
が
あ
る
。享
和
四
年
八
月
一
四
日
さ
ほ
の
願
成
就
の
た
め
三
十
六
歌
仙
を
奉
納
、

一
〇
月
一
八
日
今
富
村
境
の
根
引
観
音
へ
願
成
就
に
参
詣
、
一
二
月
二
四
日
大
江

村
境
の
千
之
通
地
蔵
尊
ヘ
も
参
詣
し
て
お
り
、
病
気
治
癒
や
妊
娠
祈
願
の
可
能
性

が
あ
る
。
文
化
二
年
（
一
八
〇
五
）
二
〇
歳
と
な
っ
た
さ
ほ
は
、
六
月
二
七
日
帯

祝
を
行
う
。
翌
二
八
日
地
蔵
と
村
内
の
白
木
河
内
観
音
三
体
の
開
眼
が
行
わ
れ
、

二
九
日
に
は
恵
し
ゆ
ん
様
に
安
産
祈
祷
を
依
頼
し
て
い
る
。
閏
八
月
朔
日
に
は
、

坂
瀬
川
村
の
産
婆
で
あ
る
「
子
添
ば
ゝ
」
が
診
察
に
訪
れ
た
。
こ
の
時
は
、
宜
珍

弟
で
今
富
村
庄
屋
上
田
友
三
郎
の
妻
み
え
の
出
産
（
九
月
四
日
）
も
重
な
っ
て
い

る（9）

。
九
月
一
五
日
さ
ほ
は
女
子
を
出
産
し
、
い
き
と
名
付
け
ら
れ
た
。
坂
瀬
川

ば
ば
は
二
〇
日
に
帰
村
し
て
お
り
、
さ
ほ
の
出
産
前
後
に
長
期
に
わ
た
り
立
ち

会
っ
て
い
た
。
二
一
日
に
は
、
い
き
の
名
祝
が
行
わ
れ
、
子
守
（
守
り
女
）
の
た

ま
を
雇
っ
た
。
し
か
し
、
翌
文
化
三
年
正
月
一
四
日
い
き
は
早
世
し
た
。
さ
ほ
は

七
月
四
日
江
月
院
の
施
餓
鬼
、
二
四
日
千
之
通
地
蔵
尊
へ
参
詣
し
て
い
る
。

文
化
四
年
二
月
五
日
さ
ほ
夫
婦
は
一
村
一
社
順
拝
に
出
発
し
、
晦
日
下
島
全
域

を
め
ぐ
り
願
成
就
と
な
り
帰
村
し
た
。
四
月
一
七
日
に
は
島
原
藩
の
普
請
役
萩
野

大
八
が
来
村
し
た
際
、
さ
ほ
は
縮
木
綿
一
反
を
依
頼
さ
れ
後
に
献
上
す
る
。
文
化

五
年
九
月
六
日
、
文
化
四
年
末
か
ら
翌
年
四
月
ま
で
村
内
の
疱
瘡
流
行
の
際
、
祈

祷
を
依
頼
し
た
五
島
の
岩
坪
三
善
が
来
村
し
、
岩
坪
の
息
女
千
壽
か
ら
さ
ほ
ヘ
音

七
四
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物
と
書
状
が
到
来
し
て
い
る
。
翌
日
さ
ほ
も
千
壽
へ
返
書
を
送
る
。
こ
の
よ
う
な

文
通
は
後
述
す
る
が
、
日
田
郡
代
羽
倉
権
九
郎
の
手
代
松
尾
嘉
作
妻
い
ち
と
も
長

期
間
に
わ
た
り
続
け
て
い
る（10）

。

九
月
二
三
日
に
は
熊
本
へ
の
治
療
、
翌
文
化
六
年
正
月
一
一
日
に
は
崎
津
の
治

療
に
赴
い
て
お
り
、
今
回
の
分
析
対
象
で
あ
る
。
二
五
歳
に
な
っ
た
文
化
七
年
、

坂
瀬
川
村
の
子
添
ば
ば
が
四
月
八
日
・
五
月
二
二
日
・
六
月
朔
日
・
七
月
五
日
・

一
八
日
と
た
び
た
び
来
村
し
、
八
月
一
四
日
女
子
を
出
産
、
ち
ず
と
名
付
け
ら
れ

た
。
一
二
月
二
〇
日
さ
ほ
・
ち
ず
の
風
邪
が
重
く
な
っ
た
の
で
、
宜
珍
は
急
い
で

帰
村
し
て
い
る
。
文
化
九
年
正
月
一
〇
日
ち
ず
が
小
瘡
を
煩
い
、
一
四
日
長
女
い

き
の
七
回
忌
が
行
わ
れ
た
。
一
〇
月
二
五
日
に
は
内
野
本
家
か
ら
順
一
郎
の
快
気

と
ち
ず
の
帯
解
祝
が
贈
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
文
化
一
一
年
正
月
八
日
五
歳
の

ち
ず
は
、
急
に
熱
を
出
し
驚
風
に
な
り
死
去
す
る
。

三
一
歳
と
な
っ
た
文
化
一
三
年
五
月
帯
祝
後
、
こ
の
時
は
、
坂
瀬
川
ば
ば
の
他
、

上
河
内
ば
ば
、
壱
町
田
ば
ば
も
来
村
し
、
七
月
二
〇
日
男
子
を
出
産
し
、
種
五
郎

と
名
付
け
ら
れ
た
。
八
月
二
三
日
に
は
種
五
郎
の
誕
生
祝
が
あ
り
、
男
子
と
い
う

こ
と
で
親
類
・
村
役
人
・
組
頭
・
近
隣
の
者
が
祝
に
訪
れ
て
い
る
。
文
化
一
四
年

正
月
一
五
日
種
五
郎
は
風
邪
を
引
く
が
、
端
午
の
節
句
に
は
幟
・
槍
、
松
下
氏
か

ら
鯉
の
吹
貫
を
贈
ら
れ
た
。
し
か
し
五
月
二
九
日
種
五
郎
は
早
世
し
た
。
小
田
床

村
外
科
上
原
純
平
老
・
今
富
村
円
寿
老
・
宮
田
賢
毓
老
と
三
人
の
医
師
衆
が
引
き

取
る
と
あ
り
、
複
数
の
医
師
の
治
療
を
受
け
た
よ
う
で
あ
る
。

文
化
一
五
年
九
月
朔
日
に
は
、
八
代
の
医
師
が
さ
ほ
へ
薬
を
処
方
し
て
い
る
。

文
政
二
年
（
一
八
一
九
）
五
月
一
四
日
中
野
文
郁
子
が
さ
ほ
の
容
体
を
診
察
し
血

症
と
診
断
し
、
七
月
二
二
日
薬
一
〇
〇
貼
を
受
け
取
る
。
七
月
二
六
日
に
は
、
池

辺
芳
助
と
い
う
医
師
へ
診
察
を
頼
ん
だ
。
文
政
三
年
三
月
二
五
日
伊
勢
御
師
に
さ

ほ
の
祈
祷
一
包
を
依
頼
し
、
六
月
二
五
日
に
は
、
さ
ほ
の
病
気
の
願
成
就
と
し
て

八
幡
宮
へ
一
万
度
参
り
を
行
う
。八
月
二
五
日
八
代
栄
軒
に
診
察
を
依
頼
す
る
が
、

一
〇
月
五
日
に
も
病
気
の
記
録
が
あ
る
。
そ
し
て
文
政
四
年
正
月
一
三
日
長
崎
代

官
元
締
の
上
野
か
ら
、
さ
ほ
・
順
一
郎
へ
見
舞
と
し
て
熊
胆
・
テ
リ
ア
ー
カ
が
贈

ら
れ
た
。
六
月
八
日
女
子
を
出
生
し
た
が
、
七
月
九
日
さ
ほ
は
病
死
と
あ
り
三
六

歳
で
あ
っ
た
。

さ
ほ
は
上
田
家
の
娘
と
し
て
婿
養
子
を
迎
え
、
一
男
三
女
を
生
ん
だ
が
三
人
早

世
し
、
最
後
の
娘
が
残
っ
た
。
そ
の
後
、
夫
順
一
郎
は
、
文
政
六
年
今
富
村
庄
屋

上
田
定
行
（
上
田
家
一
〇
代
当
主
）
と
交
代
し
て
今
富
へ
移
っ
た
。
残
っ
た
娘
は

よ
し
と
い
う
名
前
で
、
定
行
の
妻
と
な
り
明
治
三
九
年
（
一
九
〇
六
）
八
六
歳
ま

で
長
生
き
し
て
い
る（11）

。

１
―
２

熊
本
行
の
契
機
と
行
程

さ
ほ
は
、
二
三
～
二
四
歳
に
か
け
て
、
熊
本
・
崎
津
で
村
外
の
医
師
の
受
診
・

投
薬
を
受
け
た
。
こ
の
時
の
記
録
が
「
養
生
方
ノ
手
控
」
で
あ
り
、「
上
田
順
一

郎
内
」
と
自
称
し
て
い
る（12）

。「
寛
政
年
中
ゟ
文
化
年
中
ニ
及
ぶ
」
と
あ
る
が
、
実

際
に
は
文
化
五
・
六
年
の
熊
本
・
崎
津
の
受
診
の
経
緯
が
大
部
分
を
占
め
、
そ
の

後
、
各
所
か
ら
薬
を
送
ら
れ
た
記
録
な
ど
が
文
化
一
〇
年
頃
ま
で
続
い
て
お
り
、

約
五
年
間
の
記
録
で
あ
る
。
先
述
し
た
よ
う
に
、
寛
政
九
年
四
月
二
三
日
一
二
歳

の
さ
ほ
が
病
気
に
な
り
、
平
床
村
に
い
た
医
師
宮
田
を
迎
え
に
行
き
、
夜
半
過
ぎ

に
到
着
し
た
と
あ
る
。「
養
生
方
の
手
控
」中
に「
宿
病
」と
も
記
し
て
い
る
こ
と
、

寛
政
年
中
と
い
う
表
記
か
ら
、
長
く
患
っ
て
い
る
病
気
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

七
五

近
世
後
期
庄
屋
家
妻
の
病
・
体
認
識

―
天
草
郡
高
浜
村
上
田
さ
ほ
の
養
生
記
録
―



こ
の
病
気
は
、「
養
生
方
ノ
手
控
」
の
村
井
椿
寿
の
判
断
に
よ
る
と
白
血
で
あ
る
。

婦
人
病
の
一
つ
で
、
白
帯
下
・
こ
し
け
・
お
り
も
の
と
呼
ば
れ
る
症
状
で
あ
る（13）

。

夫
順
一
郎
も
一
緒
に
受
診
し
て
お
り
、
文
化
二
年
三
月
二
八
日
「
大
矢
野
へ

眼
養
生
」、
文
化
三
年
四
月
二
〇
日
「
今
冨
円
壽
老
、
作
七
眼
気
見
舞
」、
文
化

七
年
正
月
二
一
日
「
筑
前
上
須
恵
ヘ
眼
気
為
養
生
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
眼
病
を

罹
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

ま
ず
熊
本
行
き
の
受
診
は
、
つ
ぎ
の
「
熊
本
行
帰
日
記
」
か
ら
概
略
・
行
程
が

判
明
す
る（14）

。

お
の
れ
年
比
こ
ヽ
ち
わ
つ
ら
ひ
て
、
里
の
く
す
し
の
手
を
尽
し
け
れ
と
、
そ

の
し
る
し
な
か
り
け
れ
ば
、
父
母
の
君
や
す
か
ら
ず
お
も
ほ
し
め
し
て
、
今

は
熊
本
の
殿
に
つ
か
ふ
ま
つ
る
村
井
て
ふ
く
す
し
に
、
病
の
有
様
を
も
見
せ

て
薬
を
も
飲
む
へ
、
猶
彼
里
に
し
は
し
か
程
は
も
の
し
て
、
病
を
も
い
や
し

て
よ
な
と
の
た
ま
ひ
ぬ
る
に
、
さ
ら
は
と
て
思
ひ
立
ぬ
、
然
る
に
か
し
こ
の

殿
に
さ
ふ
ら
ふ
上
田
の
何
某
か
家
ハ
、
其
み
な
も
と
吾
家
と
同
し
筋
の
家
に

し
あ
れ
ハ
、
い
か
て
う
と
く
や
は
な
し
給
は
ん
と
て
、
上
田
と
村
井
こ
の
二

か
た
へ
、
父
の
手
し
て
自
ら
御
文
な
と
出
し
給
ひ
て
、
せ
う
そ
こ
し
給
ひ
、

今
ハ
は
や
と
く
思
ひ
立
ね
な
と
仰
せ
給
ふ
に
、
ゆ
ヽ
し
き
道
の
程
、
独
行
く

へ
き
に
し
も
あ
ら
ね
は
と
て
、
家
君
と
ヽ
も
に
旅
の
装
束
と
ヽ
の
へ
、
舟
よ

り
も
の
せ
む
と
て
、
今
年
文
化
五
と
せ
と
い
ふ
と
し
の
九
月
廿
三
日
、
午
の

時
は
か
り
船
場
に
出
、
舟
は
我
家
の
順
宝
丸
と
い
ふ
に
、
船
長
浅
五
郎
、
船

子
は
安
多
、
作
太
郎
と
い
ふ
二
人
、
女
の
子
一
人
う
ち
つ
れ
、
家
君
と
共
に

六
人
と
そ
乗
る

こ
の
「
熊
本
行
帰
日
記
」
に
よ
る
と
、
さ
ほ
は
年
頃
か
ら
病
を
患
い
、
村
の
医

師
に
見
て
も
ら
っ
た
が
効
果
が
な
く
両
親
も
心
配
し
、
熊
本
藩
医
の
村
井
に
受
診

し
投
薬
を
受
け
る
こ
と
を
勧
め
ら
れ
た
。
熊
本
藩
士
に
は
先
祖
を
同
じ
く
す
る
上

田
家
が
あ
り
、父
が
上
田
と
村
井
に
書
状
を
送
っ
た
。
な
る
べ
く
早
く
と
思
う
が
、

熊
本
ま
で
の
道
の
り
は
長
く
一
人
で
は
無
理
な
の
で
、
夫
が
一
緒
に
行
っ
て
く
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
た
め
文
化
五
年
九
月
二
三
日
に
高
浜
村
を
出
て
、
上
田

家
所
有
の
順
宝
丸
に
さ
ほ
夫
妻
、
船
長
浅
五
郎
他
四
名
、
計
六
名
が
乗
船
し
出
発

し
た
。

受
診
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
熊
本
藩
士
上
田
家
と
は
、
前
稿
に
お
い
て
宜
珍
が

家
祖
調
査
に
際
し
て
交
流
し
て
い
た
こ
と
を
あ
き
ら
か
に
し
て
い
る（15）

。宜
珍
は
、

寛
政
一
〇
年
六
月
四
日
に
上
田
又
之
丞
、
政
之
允
両
家
へ
進
物
を
贈
っ
て
お
り
、

こ
の
時
期
か
ら
交
流
が
確
認
さ
れ
る
。
ま
た
、
享
和
二
年
五
月
に
は
熊
本
の
米
相

場
調
査
の
た
め
熊
本
を
訪
れ
て
お
り
、
こ
の
時
、
上
田
各
家
と
頻
繁
に
往
来
し
て

い
る
様
子
が
「
熊
本
行
日
記
」
か
ら
う
か
が
え
る
。
こ
の
よ
う
に
、
懇
意
に
し
て

い
た
同
姓
の
藩
士
家
に
娘
の
治
療
を
相
談
・
仲
介
依
頼
し
た
可
能
性
が
あ
り
、
そ

の
つ
て
に
よ
り
さ
ほ
夫
妻
の
受
診
が
決
ま
っ
た
。

九
月
二
三
日
に
さ
ほ
夫
妻
は
高
浜
を
出
発
し
た
が
、「
熊
本
行
帰
日
記
」
に
よ

る
と
、
そ
の
後
、
二
四
日
島
原
の
口
之
津
、
二
九
日
天
草
の
大
島
浦
へ
渡
り
、
六

日
登
立
の
岩
屋
浦
、
九
日
再
び
島
原
へ
渡
り
城
下
港
、
一
一
日
熊
本
の
盗
人
島
へ

と
進
み
、
一
二
日
白
川
河
口
の
小
島
に
着
い
た
。
一
三
日
小
島
に
留
ま
り
「
熊
本

に
疫
病
の
事
尋
問
は
し
む
」
と
あ
り
、熊
本
城
下
で
流
行
し
て
い
た
疫
病
（
疱
瘡
）

の
情
報
を
収
集
し
て
い
る
。

父
宜
珍
の
日
記
に
も
、
随
所
に
夫
妻
の
行
程
が
記
さ
れ
て
い
る
。
二
三
日
昼
頃

七
六

京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
「
人
文
」
第
七
十
四
号



順
宝
丸
が
肥
後
へ
出
帆
し
、
順
一
郎
夫
婦
が
乗
船
、
そ
よ
が
付
添
と
あ
り
、
こ
の

記
述
は
「
廿
六
日
之
所
ニ
書
入
候
筈
也
」
と
あ
る
。
た
だ
こ
れ
は
後
述
す
る
「
養

生
方
ノ
手
控
」
に
は
二
二
日
乗
船
と
あ
り
、
情
報
が
錯
綜
し
て
い
る
可
能
性
が
あ

る
。
一
〇
月
五
日
に
は
、
大
島
か
ら
の
船
便
で
さ
ほ
の
書
状
が
到
来
し
、
二
四
日

冨
岡
を
出
て
口
津
ヘ
、
二
九
日
同
所
を
出
て
大
島
へ
乗
入
、
二
日
に
内
野
へ
見
廻

に
行
き
、
三
日
夕
方
に
船
ヘ
帰
り
、
五
日
に
出
帆
す
る
と
あ
る
。
内
野
の
親
戚
を

訪
ね
大
島
に
滞
在
し
た
際
に
、
さ
ほ
が
宜
珍
へ
書
状
を
送
っ
て
い
る
。
翌
六
日
に

は
、
口
之
津
の
小
市
兵
衛
方
よ
り
書
状
が
到
来
し
た
が
、
同
所
は
疱
瘡
流
行
中
で
、

順
宝
丸
は
乗
り
入
れ
て
お
ら
ず
、
観
音
山
の
外
海
に
船
繁
し
て
お
り
二
九
日
に
出

帆
し
た
と
あ
る
。
熊
本
の
状
況
と
同
じ
く
、
口
之
津
で
も
疱
瘡
を
忌
避
し
入
港
せ

ず
出
港
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
大
島
か
ら
は
約
二
日
、
口
之
津
か
ら
約
六
日
で
書

状
が
到
来
し
て
お
り
、
高
浜
近
郊
に
お
け
る
情
報
流
通
の
実
態
も
判
明
す
る
。

さ
ほ
は
、
小
島
到
着
後
、
翌
一
四
日
熊
本
へ
徒
歩
で
向
か
い
、
慶
徳
堀
新
古
川

町
天
野
屋
佐
太
郎
の
家
に
宿
泊
し
た
。
船
旅
は
風
の
関
係
で
約
二
〇
日
か
か
っ
て

い
る
が
、
帰
路
は
小
島
か
ら
四
日
で
高
浜
に
到
着
し
た
。
さ
ほ
は
こ
の
船
旅
で
も

歌
を
詠
ん
で
お
り
、「
波
風
の
と
は
に
し
つ
け
き
こ
の
岩
や
、
う
ら
住
よ
し
と
神

や
し
め
剣
」
な
ど
、
三
角
の
対
岸
、
大
矢
野
の
岩
谷
港
で
滞
在
中
に
、
当
地
の
住

吉
神
社
な
ど
を
織
り
込
ん
で
い
る
。

１
―
３
「
養
生
方
ノ
手
控
」
の
編
纂
過
程

同
じ
出
発
期
の
状
況
に
つ
い
て
「
養
生
方
ノ
手
控
」
に
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
記

さ
れ
る
。

熊
本
江
主
し
と
と
も
に
行
て
養
生
の
思
い
た
ち
、
二
十
三
才
時
に
文
化
辰
年

秋
の
頃
に
及
び
日
か
ら
改
め
手
舟
順
宝
丸
よ
り
沖
船
頭
浅
五
郎
、
水
主
同
人

倅
の
作
太
郎
并
安
多
、
下
女
そ
よ
召
つ
れ
、
則
九
月
廿
二
日
乗
組
候
処
、
舟

中
ひ
ま
と
り
、
や
う
や
う
十
月
十
四
日
ケ
イ
ト
ク
ホ
リ
日
向
や
又
右
衛
門
方

へ
つ
く
、
尤
同
人
宅
支
へ
有
之
、
天
神
や
佐
太
郎
方
へ
止
宿

紀
行
文
の
体
裁
で
あ
る
「
熊
本
行
帰
日
記
」
と
主
題
が
違
う
た
め
雅
文
体
で
は

な
く
、
漢
字
も
多
用
し
た
女
性
の
文
体
と
い
え
る（16）

。
内
容
も
、
行
程
は
ほ
と
ん

ど
書
か
れ
ず
短
く
、
基
礎
的
な
事
項
の
み
で
あ
る
。
比
較
す
る
と
、
特
に
さ
ほ
の

年
齢
と
下
女
そ
よ
の
名
前
が
記
さ
れ
、
慶
徳
堀
が
カ
タ
カ
ナ
で
あ
り
宿
替
え
を
し

た
こ
と
が
相
違
し
て
い
る
。
養
生
を
主
題
と
し
た
実
態
記
録
の
た
め
、
最
初
に
年

齢
を
記
入
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
下
女
そ
よ
は
、
後
に
さ
ほ
夫
婦
と
一
緒
に

受
診
・
投
薬
を
受
け
て
い
る
よ
う
に
、
さ
ほ
の
世
話
が
主
な
付
添
の
理
由
で
あ
る

が
、
病
気
治
療
も
目
的
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
実
は
、
四
年
前
の
享
和
四
年

四
月
二
三
日
夜
五
ツ
時
頃
、
そ
よ
が
鼻
頭
を
打
ち
気
分
が
悪
く
な
り
、
い
ろ
い
ろ

養
生
し
て
、
翌
日
快
復
し
た
と
あ
る
。
そ
し
て
一
〇
月
一
日
に
、
そ
よ
が
全
快
し

て
小
田
床
か
ら
帰
っ
て
き
て
お
り
、
一
時
は
快
復
し
た
が
、
五
ヶ
月
も
の
間
長
患

い
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
り
、
そ
の
治
療
も
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

ま
た
、
慶
徳
堀
が
カ
タ
カ
ナ
な
の
は
、
記
載
時
に
漢
字
が
不
明
で
あ
っ
た
こ
と
、

日
向
屋
又
右
衛
門
方
か
ら
天
野
屋
佐
太
郎
方
へ
宿
替
え
の
記
録
は
、
当
日
の
実
態

を
そ
の
ま
ま
記
載
し
て
い
る
た
め
で
あ
る
。「
養
生
方
ノ
手
控
」
は
名
前
の
通
り
、

そ
の
時
そ
の
時
の
手
控
と
い
え
、
後
日
和
歌
な
ど
を
挿
入
し
編
纂
し
た
「
熊
本
行

帰
日
記
」
と
比
べ
て
、
情
報
が
詳
細
で
具
体
的
な
内
容
で
あ
る
。
さ
ほ
は
、
患
者

七
七

近
世
後
期
庄
屋
家
妻
の
病
・
体
認
識

―
天
草
郡
高
浜
村
上
田
さ
ほ
の
養
生
記
録
―



と
し
て
の
立
場
と
、
歌
詠
み
と
し
て
の
立
場
で
書
き
分
け
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

た
だ
し
、「
養
生
方
ノ
手
控
」
も
、
後
日
編
纂
さ
れ
た
形
跡
が
あ
り
、
同
じ
編
纂

記
録
と
い
え
る
。
そ
れ
は
、
文
字
が
ほ
ぼ
同
じ
筆
跡
で
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
日

付
の
変
わ
り
目
に
赤
丸
印
、「
ク
」「
ス
」
の
朱
字
で
閲
覧
の
工
夫
が
さ
れ
て
い

る
こ
と
で
あ
る
。「
ク
」
は
、「
ク
薬
三
人
分
三
貼
づ
つ
持
参
」
と
あ
る
よ
う
に
、

薬
に
関
す
る
記
述
で
あ
る
。
ま
た
「
ス
」
は
、「
ス
十
五
日
村
井
家
江
す
す
ま
ん
と
」

と
あ
り
、
医
師
の
と
こ
ろ
へ
受
診
し
た
こ
と
を
表
す
、
進
ん
だ
と
い
う
意
味
の
記

述
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
清
書
・
編
纂
作
業
は
、
当
日
か
ら
あ
ま
り
時
間
が
経
過

し
な
い
時
期
に
清
書
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
、
後
半
部
分
の
午
年
以
降
の
記
述
は
、

編
纂
後
に
追
加
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

１
―
４

熊
本
藩
医
村
井
椿
寿
へ
の
受
診

一
〇
月
一
五
日

熊
本
到
着
の
翌
一
五
日
、
さ
ほ
夫
妻
は
早
速
村
井
家
を
訪
ね
て
い
る
。
五
つ
頃

よ
り
日
向
屋
又
右
衛
門
に
依
頼
し
、
宜
珍
か
ら
の
贈
答
品
、
自
家
の
焼
物
で
あ
る

三
つ
入
子
土
鍋
、
さ
ら
さ
貝
を
持
た
せ
、
ま
ず
村
井
家
へ
申
し
入
れ
た
。
そ
の
後
、

夫
順
一
郎
と
と
も
に
鍛
冶
屋
町
の
村
井
邸
を
訪
れ
た
。
村
井
椿
寿
の
父
見
朴
を
中

心
と
し
て
設
置
さ
れ
た
熊
本
藩
の
医
学
館
再
春
館
が
、
明
和
八
年
（
一
七
七
一
）

山
崎
町
の
東
側
に
移
る（17）

。
山
崎
町
に
は
薬
種
屋
が
多
か
っ
た
と
あ
り
、
鍛
冶
屋

町
は
山
崎
町
の
西
南
、
さ
ほ
夫
妻
が
止
宿
し
て
い
る
慶
徳
堀
新
古
川
町
も
近
く
で

あ
り
、
通
院
の
利
便
性
も
考
え
て
い
た
と
思
わ
れ
る（18）

。

村
井
椿
寿
（
一
七
三
三
～
一
八
一
五
）
は
琴
山
と
も
呼
ば
れ
、
父
見
朴
と
共
に

医
学
校
の
基
礎
を
築
い
た
が
、
宝
暦
一
二
年
（
一
七
六
二
）
に
辞
職
し
、
京
の

吉
益
東
洞
（
古
医
方
）
の
門
人
と
な
り
、
門
下
を
代
表
す
る
医
師
と
な
っ
た（19）

。

寛
政
八
年
（
一
七
九
六
）
に
藩
か
ら
一
〇
〇
石
で
召
し
抱
え
ら
れ
、
町
医
か
ら
藩

医
と
な
っ
た
が
、
医
学
校
で
は
な
く
家
塾
を
主
催
し
三
二
七
人
に
も
の
ぼ
る
入
門

者
が
あ
っ
た
。
多
数
の
門
人
を
抱
え
た
、
当
時
の
熊
本
藩
で
有
名
な
医
師
と
い
え

る
。さ

ほ
は
、
村
井
家
に
行
き
、
長
屋
門
・
玄
関
も
あ
っ
た
が
、
す
ぐ
に
村
井
の
門

弟
が
出
迎
え
左
手
の
長
屋
内
に
調
合
の
間
が
あ
り
、
こ
こ
で
し
ば
ら
く
待
つ
よ
う

に
と
誘
わ
れ
た
。
そ
し
て
、「
ク
ワ
ン
ゴ
様
」
と
記
さ
れ
る
椿
寿
の
息
子
村
井
冠

吾
（
蕉
雪
）
と
順
一
郎
が
挨
拶
し
た
。
茶
・
煙
草
盆
な
ど
出
さ
れ
た
が
、
冠
吾
と

の
話
が
続
く
な
か
、門
弟
七
八
人
が
調
合
最
中
と
周
囲
の
様
子
を
観
察
し
て
い
る
。

そ
の
後
、門
弟
が
案
内
し
玄
関
を
通
り
右
の
座
敷
で
「
老
先
生
」
椿
寿
に
会
い
、

懇
ろ
の
挨
拶
、
土
産
の
礼
、
父
宜
珍
の
こ
と
な
ど
を
詳
細
に
尋
ね
ら
れ
た
。
そ
れ

に
対
し
、
順
一
郎
が
返
答
し
た
後
、「
ふ
た
り
と
も
に
い
か
か
の
様
子
な
り
」
と

診
察
が
始
ま
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
、
さ
ほ
は
、
最
初
か
ら
の
経
緯
を
話
し
、
椿
寿

は
す
ぐ
に
脈
・
腹
を
診
察
し
た
。
椿
寿
は
、「
先
つ
白
血
な
が
ら
に
成
ら
ざ
る
は

ち
（
鉢
）
に
而
よ
ろ
し
く
と
の
御
事
な
り
」
と
答
え
た
。
白
血
と
は
、
婦
人
病
の

一
つ
で
、
白
帯
下
・
こ
し
け
・
お
り
も
の
と
呼
ば
れ
る
症
状
で
あ
る
。
対
し
て
、

さ
ほ
は
、
高
浜
よ
り
乗
船
の
日
か
ら
船
心
地
（
船
酔
い
）
に
余
程
悩
ま
さ
れ
、
大

量
の
下
り
物
も
な
い
が
、
そ
れ
は
日
ご
と
に
船
に
な
れ
、
心
地
よ
く
な
っ
た
か
ら

と
思
わ
れ
る
。
小
島
へ
着
き
夜
半
頃
か
ら
「
し
や
う
ふ
く
せ
き
」
が
少
し
あ
り
、

昨
日
の
宿
ま
で
の
歩
行
も
よ
う
よ
う
の
体
で
あ
っ
た
が
、
今
日
は
大
分
気
分
が
よ

い
な
ど
話
し
た
。
椿
寿
は
、
そ
れ
は
持
病
に
関
係
あ
る
様
に
は
み
え
ず
船
旅
の
疲

れ
で
あ
る
、
い
ず
れ
二
人
に
薬
を
渡
す
の
で
十
分
に
服
用
し
、
船
旅
の
疲
れ
を
取

る
よ
う
に
と
語
っ
た
。

七
八
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次
に
そ
よ
の
容
体
を
見
て
、
同
じ
く
小
島
で
「
服
せ
き
」
が
あ
っ
た
こ
と
な
ど

を
話
し
薬
を
与
え
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
調
合
の
間
に
引
き
取
り
、

冠
吾
か
ら
薬
が
調
合
で
き
れ
ば
又
右
衛
門
に
持
せ
る
と
伝
え
ら
れ
た
の
で
、
そ
の

ま
ま
旅
宿
へ
帰
っ
た
。
そ
の
後
、
又
右
衛
門
も
帰
り
薬
三
人
分
各
三
貼
づ
つ
持
参

し
、
一
日
に
三
貼
づ
つ
用
い
る
よ
う
指
示
が
あ
っ
た
。
さ
ほ
は
、
薬
を
服
用
し
て

そ
の
感
じ
を
、「
桂
枝
・
茯
苓
・
加
大
黄
湯
と
覚
ゆ
る
也
」
と
記
し
て
お
り
、
調

合
さ
れ
た
薬
の
種
類
を
判
断
で
き
る
か
、
聞
い
た
名
前
を
記
し
た
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
薬
は
、
現
代
に
お
い
て
、
子
宮
内
膜
症
、
月
経
不
順
、
月
経
困
難
、
更
年
期

障
害
、
ま
た
、
冷
え
症
や
血
流
が
悪
い
た
め
に
起
こ
る
頭
痛
な
ど
に
用
い
ら
れ
る

桂
枝
茯
苓
丸
に
近
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

１
―
５

薬
功
と
再
診

一
〇
月
一
六
～
一
八
日

一
六
日
は
、
薬
を
取
り
に
行
く
の
み
で
、
今
日
は
「
又
し
よ
う
ふ
く
せ
き
、
大

べ
ん
し
き
り
に
下
す
の
心
地
、
昼
夜
と
も
に
数
度
す
す
ん
で
も
通
気
少
々
せ
ま
る

の
気
」
と
、
自
分
の
体
の
症
状
を
詳
し
く
記
す
。
こ
れ
を
、
さ
ほ
は
「
大
黄
の
し

よ
い
（
所
為
）
と
覚
ゆ
」
と
、
大
黄
の
薬
功
と
考
え
て
い
る
。
大
黄
は
根
を
煎
じ

て
健
胃
薬
・
下
剤
に
用
い
る
た
め
、
そ
の
効
果
を
感
じ
記
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
薬
の
名
前
と
効
能
を
理
解
し
た
上
で
、
自
分
の
体
の
変
化
を
克
明
に

記
録
し
て
い
る
。

一
七
日
も
同
じ
様
子
で
あ
っ
た
が
、
昼
よ
り
咳
は
少
な
く
な
っ
て
、「
け
い
こ

う
（
経
候
、
月
経
）」
と
思
う
よ
う
な
も
の
が
多
く
下
り
、
ま
た
「
大
べ
ん
に
す

す
む
事
数
度
に
て
通
し
か
ね
、
い
と
ど
気
く
ろ
う
也
」
と
記
す
。
薬
・
大
黄
の

効
果
か
、
通
じ
そ
う
で
通
じ
な
い
と
気
苦
労
し
て
い
る
。
夕
方
に
な
り
、
気
晴
ら
し

に
日
向
屋
又
右
衛
門
宅
へ
行
く
と
、そ
こ
で
村
井
の
門
人
に
出
会
っ
た
。
さ
ほ
は
、

薬
用
後
の
様
子
を
詳
細
に
語
り
尋
ね
た
が
、
門
人
は
薬
用
は
続
け
る
よ
う
に
と
話

し
た
。薬
功
が
心
配
で
あ
り
門
人
に
も
話
を
聞
く
積
極
的
な
態
度
が
う
か
が
え
る
。

ま
た
、
こ
の
日
向
屋
又
右
衛
門
は
、
村
井
家
へ
の
訪
問
に
同
行
し
た
り
、
薬
を
届

け
た
り
、
門
人
が
訪
ね
て
く
る
な
ど
、
医
師
村
井
家
と
患
者
の
仲
介
を
す
る
家
で

あ
っ
た
可
能
性
も
あ
る
。

一
八
日
早
朝
、
さ
ほ
は
そ
よ
・
武
平
を
つ
れ
て
再
訪
し
座
敷
で
椿
寿
に
面
会
し
、

「
薬
用
の
心
地
」
に
つ
い
て
、
こ
こ
二
日
の
状
況
を
話
し
た
。
一
六
日
か
ら
ま
た

せ
き
出
し
、夜
中
に
大
便
が
何
度
も
通
る
よ
う
な
心
地
に
な
っ
た
が
通
じ
は
な
く
、

か
な
り
苦
痛
で
あ
っ
た
。
一
七
日
は
昼
す
ぎ
よ
り
せ
き
は
減
り
、
赤
物
が
下
る
こ

と
が
多
く
な
り
経
候
か
と
思
っ
た
。
ま
た
と
て
も
手
足
が
冷
え
、
大
便
が
通
じ
な

い
時
は
大
変
震
え
る
な
ど
詳
細
を
語
っ
た
。

椿
寿
は
、
さ
ほ
の
容
体
を
診
察
し
、
思
っ
た
よ
り
薬
功
も
早
く
現
れ
喜
ば
し
い

こ
と
で
あ
る
、
と
話
し
、
対
し
て
さ
ほ
は
、
時
々
に
容
体
を
確
認
し
て
薬
法
も
た

び
た
び
変
わ
る
の
か
、
ど
れ
だ
け
長
期
滞
在
す
る
必
要
が
あ
る
の
か
と
尋
ね
た
。

椿
寿
は
、
い
つ
ま
で
滞
在
し
て
も
本
快
す
る
ま
で
薬
法
は
変
わ
ら
な
い
。
急
に
は

治
し
か
ね
る
の
で
、
今
回
は
長
逗
留
に
は
及
ば
な
い
が
、
今
経
候
と
思
う
も
の
が

収
ま
っ
た
ら
灸
を
す
る
。
船
旅
の
疲
れ
が
癒
え
、
追
々
気
分
が
よ
く
な
り
各
所
へ

見
物
し
て
、
寒
く
な
っ
て
い
る
の
で
天
草
へ
帰
り
、
ま
た
来
春
夏
の
頃
に
熊
本
へ

来
る
の
が
よ
い
。
今
回
の
大
便
の
不
通
と
渋
腹
は
、
薬
の
煎
じ
た
も
の
を
元
の
鍋

で
温
め
、
茶
碗
に
入
れ
そ
れ
を
茶
出
し
の
上
で
温
め
れ
ば
よ
く
、
い
ず
れ
薬
功
が

現
れ
て
く
る
。今
し
ば
ら
く
滞
在
し
灸
を
受
け
て
帰
る
よ
う
に
と
の
話
で
あ
っ
た
。

薬
を
も
ら
っ
て
帰
り
、
昼
す
ぎ
少
々
快
方
と
な
り
山
崎
へ
行
き
夜
更
に
帰
っ
た
。

七
九

近
世
後
期
庄
屋
家
妻
の
病
・
体
認
識

―
天
草
郡
高
浜
村
上
田
さ
ほ
の
養
生
記
録
―



大
便
は
渋
る
が
や
は
り
大
黄
の
気
は
あ
っ
た
、
と
記
し
て
い
る
。

１
―
６

疱
瘡
と
灸

一
〇
月
一
九
～
二
二
日

一
九
日
も
同
じ
心
地
で
あ
っ
た
が
、
村
井
の
門
人
が
町
を
通
っ
て
い
る
の
を
呼

び
寄
せ
、
自
分
の
病
は
重
い
の
で
は
な
い
の
か
、
今
少
し
ゆ
っ
く
り
と
話
を
聞
い

て
症
状
に
つ
い
て
指
示
し
て
も
ら
う
よ
う
椿
寿
へ
取
り
な
し
て
欲
し
い
、
薬
の
効

果
な
ど
を
話
し
た
。
村
井
の
診
察
時
間
が
短
い
た
め
か
心
配
と
な
り
、
門
人
に
聞

き
た
だ
し
て
お
り
、
さ
ほ
の
能
動
的
な
動
き
が
う
か
が
え
る
。

そ
し
て
、
昼
す
ぎ
に
新
町
へ
疱
瘡
が
発
生
し
た
と
聞
い
て
気
が
か
り
と
な
り
、

早
く
帰
り
支
度
を
し
た
い
と
思
う
様
に
な
っ
た
。
夜
に
入
り
、
門
弟
の
ケ
ン
リ
ヤ

ウ
と
い
う
若
い
医
師
が
宿
へ
来
て
、
追
々
灸
を
受
け
て
帰
る
よ
う
に
と
話
し
た
。

さ
ほ
は
、
し
ば
ら
く
滞
在
す
る
つ
も
り
だ
っ
た
が
、
疱
瘡
発
生
に
よ
り
、
に
わ
か

に
帰
り
た
く
な
り
、
明
日
に
で
も
灸
点
を
し
た
い
と
伝
え
た
。
翌
二
〇
日
早
朝
、

村
井
か
ら
明
日
来
訪
す
る
よ
う
連
絡
が
あ
っ
た
。こ
の
日
も
薬
は
飲
ん
で
い
る
が
、

や
は
り
た
び
た
び
進
ん
で
も
通
ぜ
ず
こ
れ
ま
で
と
少
し
も
変
わ
り
な
か
っ
た
。

二
一
日
早
朝
、
三
度
目
の
診
察
へ
行
き
、
今
回
は
昨
日
話
し
た
お
か
げ
か
、
大

分
ゆ
る
や
か
で
七
歳
の
孫
娘
を
つ
れ
て
茶
を
す
す
り
な
が
ら
、
前
回
聞
い
た
こ
と

も
含
め
て
、
何
度
も
詳
し
く
話
を
し
て
く
れ
た
。
そ
し
て
、
食
物
の
禁
じ
物
な
ど

を
聞
く
と
、
そ
れ
は
分
限
相
応
で
よ
く
、
こ
ち
ら
で
何
も
禁
ず
る
も
の
は
な
い
。

病
は
、
ま
ず
本
を
絶
っ
て
枝
葉
が
枯
れ
る
よ
う
に
、
根
本
が
本
治
す
る
時
に
は
他

に
痛
み
残
る
と
こ
ろ
な
く
快
気
す
る
と
聞
い
た
。

ま
た
、
今
回
の
新
町
の
疱
瘡
病
人
発
生
が
、
何
と
も
気
が
か
り
で
早
々
に
帰
国

し
た
い
の
で
灸
を
し
て
ほ
し
い
と
聞
い
た
。
椿
寿
は
、
そ
れ
は
も
っ
と
の
こ
と
で

あ
る
が
、
経
候
の
日
数
が
い
ま
だ
灸
の
場
に
至
っ
て
お
ら
ず
、
七
日
も
た
て
ば
た

と
え
下
り
て
い
て
も
可
能
で
あ
る
と
答
え
た
。
対
し
て
、
さ
ほ
は
、
明
日
で
も
上

れ
ば
大
丈
夫
か
と
聞
く
と
、
椿
寿
は
可
能
と
答
え
た
。
疱
瘡
の
流
行
に
よ
り
、
こ

ち
ら
へ
は
病
人
が
薬
を
願
に
来
る
の
か
と
聞
く
と
、
一
人
も
来
て
い
な
い
と
答
え

た
。
受
診
の
内
容
か
ら
、
さ
ほ
の
積
極
的
な
態
度
が
う
か
が
え
る
。

さ
ほ
は
、
最
近
、
山
崎
へ
行
き
薬
一
貼
づ
つ
飲
ん
で
い
な
か
っ
た
の
で
今
日
の

分
は
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
ま
た
明
日
受
取
に
来
る
と
い
い
、
そ
の
ま
ま
帰
っ
た

が
気
分
も
勝
れ
な
か
っ
た
。
順
一
郎
は
山
崎
へ
行
き
、
何
か
と
案
じ
て
お
り
、
上

田
英
八
へ
も
疱
瘡
の
発
生
を
知
ら
せ
た
。
薬
用
に
つ
い
て
尋
ね
ら
れ
た
の
で
こ
れ

ま
で
の
様
子
を
話
し
た
が
、
英
八
は
村
井
へ
直
に
出
向
い
て
お
り
、
い
ま
こ
の
病

気
を
な
お
ざ
り
に
す
れ
ば
「
な
が
ち
（
長
血
、
子
宮
か
ら
長
期
間
の
不
規
則
な
出

血
を
み
る
赤
帯
下
）」
に
な
る
と
聞
い
た
と
話
し
た
。
正
し
く
薬
用
・
灸
治
を
し

て
快
気
の
見
込
み
が
な
け
れ
ば
、
椿
寿
の
と
こ
ろ
で
療
治
し
な
く
て
も
よ
い
の
で

は
、
と
の
話
し
に
安
心
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
ま
た
英
八
が
何
か
を
知
ら
せ
て
き

た
が
、詳
細
は
不
明
で
あ
る
。
二
二
日
も
武
平
を
使
い
と
し
て
薬
を
受
け
取
っ
た
。

英
八
の
話
・
知
ら
せ
、
二
二
日
の
記
事
の
少
な
さ
は
、
つ
ぎ
に
み
る
別
医
師
へ
の

受
診
で
あ
っ
た
。
村
井
の
診
断
・
対
応
、
薬
功
に
対
し
て
一
向
に
改
善
せ
ず
不
満

が
募
り
、
英
八
に
相
談
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

２

熊
本
に
お
け
る
藩
医
永
井
・
林
田
の
受
診

２
―
１

永
井
幸
琢
の
受
診

一
〇
月
二
二
日

実
は
二
二
日
に
、
村
井
と
同
じ
藩
医
永
井
幸
琢
、
林
田
惟
俊
の
も
と
へ
受
診
に

行
っ
て
お
り
記
述
が
少
な
か
っ
た
。
こ
の
二
人
の
受
診
は
、
村
井
の
記
述
と
は
別

八
〇
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立
て
で
、
村
井
の
次
に
記
し
て
い
る
。
ま
ず
、
永
井
幸
琢
は
永
井
家
四
代
に
あ
た

り
、
五
代
幸
淳
（
宗
古
）
が
、「
外
様
御
中
小
姓
之
御
医
師
・
触
役
触
、
婦
人
科
、

五
人
扶
持
」
と
あ
り
婦
人
科
の
医
師
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る（20）

。

永
井
家
を
訪
れ
た
さ
ほ
夫
妻
は
、
ま
ず
は
村
井
家
と
同
じ
、
茶
・
煙
草
盆
が
出

さ
れ
話
を
し
た
後
、
診
察
と
な
っ
た
。
奥
の
方
か
ら
女
中
が
大
布
団
を
持
参
し
、

小
用
な
ど
勧
め
ら
れ
、座
敷
の
縁
か
ら
飛
び
降
り
石
伝
い
に
用
所
へ
案
内
さ
れ
た
。

座
敷
に
戻
り
帯
を
解
き
布
団
に
仰
向
け
に
寝
て
、
し
ば
ら
く
気
を
静
か
に
と
指
示

さ
れ
た
。
や
が
て
、
永
井
は
「
腹
コ
ウ
（
腹
腔
）」、
脈
、
そ
し
て
手
か
ら
足
の

つ
ま
さ
き
ま
で
じ
っ
く
り
と
診
察
し
た
。
そ
し
て
、
腹
中
は
殊
の
外
よ
く
な
い
、

し
か
し
い
ま
だ
治
る
見
込
の
部
分
も
あ
る
。
婦
人
に
多
い
病
で
治
る
が
、
ど
う
し

て
も
時
間
が
か
か
る
と
の
こ
と
だ
っ
た
。
い
ず
れ
も
納
得
で
き
る
話
で
あ
っ
た
。

つ
ぎ
に
、
さ
ほ
は
村
井
へ
は
内
緒
に
し
て
投
薬
し
て
ほ
し
い
と
頼
ん
だ
。
永
井

は
、
た
と
え
椿
寿
方
へ
聞
か
れ
て
も
な
に
も
差
し
支
え
は
な
い
。
昨
日
、
山
崎
の

上
田
家
の
老
人
も
気
に
さ
れ
て
い
た
が
、
先
医
（
村
井
）
へ
遠
慮
す
る
こ
と
や
自

分
か
ら
他
人
へ
話
す
こ
と
は
な
い
の
で
、
そ
の
よ
う
な
心
遣
い
は
無
用
で
あ
る
。

今
回
は
新
町
へ
疱
瘡
病
人
が
発
生
し
た
の
で
急
に
帰
国
し
た
い
と
、
昨
日
上
田
老

人
か
ら
も
聞
い
た
が
、
こ
ち
ら
へ
は
病
人
は
訪
れ
て
い
な
い
の
で
気
に
す
る
こ
と

は
な
い
。
し
か
し
滞
在
を
続
け
て
も
急
に
薬
法
は
変
わ
ら
な
い
。
ま
た
、
今
後
一

年
ほ
ど
薬
用
し
な
け
れ
ば
本
治
せ
ず
時
間
が
か
か
る
と
思
う
。
気
長
に
養
生
す
れ

ば
、
幸
い
に
し
て
早
く
薬
功
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
退
屈

な
保
養
に
な
る
。
つ
ね
に
体
を
強
く
保
た
な
い
と
時
折
外
邪
な
ど
に
悩
ま
さ
れ
、

そ
れ
だ
け
宿
病
の
本
快
に
時
間
が
か
か
る
の
で
、
体
を
大
切
に
し
て
欲
し
い
。
薬

は
一
日
に
三
貼
一
度
に
用
い
、
と
か
く
気
を
養
い
酒
な
ど
は
進
む
程
度
に
用
い
、

歩
行
な
ど
身
の
め
ぐ
り
が
よ
く
な
る
よ
う
保
養
第
一
に
と
の
話
で
あ
っ
た
。

最
後
に
、
食
物
や
入
湯
・
灸
治
な
ど
の
善
し
悪
し
を
尋
ね
、
書
付
な
ど
を
依
頼

し
た
。
永
井
は
、
湯
治
・
灸
な
ど
は
よ
く
な
い
が
、
時
に
よ
っ
て
は
、
た
と
え
下

り
物
が
治
ま
ら
な
い
時
で
も
灸
治
は
よ
い
。今
し
ば
ら
く
の
滞
在
は
や
め
て
、追
々

寒
さ
も
強
く
な
る
の
で
今
回
は
帰
国
し
て
薬
用
を
試
し
、
ま
た
来
春
に
来
訪
す
る

の
が
よ
い
で
あ
ろ
う
。
も
し
来
訪
が
難
し
け
れ
ば
手
前
か
倅
が
往
診
す
る
、
と
の

こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
細
や
か
な
対
応
は
、「
誠
に
山
崎
上
田
家
ニ
た
い
し

ら
れ
候
て
」
の
こ
と
と
、
上
田
家
の
仲
介
の
お
か
げ
と
推
察
し
て
い
る
。
両
日
中

に
小
島
ま
で
行
き
日
和
に
よ
り
帰
国
す
る
の
で
薬
を
依
頼
し
、
永
井
は
薬
品
を

改
め
明
朝
に
調
合
す
る
と
答
え
、
さ
ほ
夫
妻
は
宿
へ
帰
っ
た
。

二
三
日
、
順
一
郎
は
上
田
英
八
の
中
間
と
一
緒
に
永
井
を
訪
れ
、
昨
日
の
礼
を

述
べ
、
薬
百
貼
と
書
付
を
渡
さ
れ
た
。
明
後
日
の
小
島
行
き
の
話
を
す
る
と
、
も

し
滞
在
中
に
何
か
あ
れ
ば
往
診
す
る
の
で
、
気
を
つ
け
て
大
切
に
養
生
す
る
よ
う

に
と
の
話
で
あ
っ
た
。
薬
も
の
し
で
包
ま
れ
、
一
日
に
三
貼
づ
つ
用
い
、
水
一
杯

半
入
れ
一
杯
分
ま
で
煎
じ
て
一
度
に
半
杯
づ
つ
飲
む
よ
う
に
指
示
が
書
か
れ
て
い

た
。
薬
の
謝
礼
は
白
銀
一
包
と
あ
る
が
、
後
払
い
で
よ
い
と
の
こ
と
で
翌
年
遣
わ

す
と
あ
る
。
文
化
六
年
五
月
九
日
の
宜
珍
日
記
に
、
さ
ほ
よ
り
永
井
へ
白
銀
三
八

匁
八
分
一
包
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
と
き
の
薬
代
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
病
に
よ
る
食
物
の
禁
食
・
可
食
、
い
わ
ゆ
る
宜
禁
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
ま

と
め
ら
れ
て
い
た
。

八
一

近
世
後
期
庄
屋
家
妻
の
病
・
体
認
識

―
天
草
郡
高
浜
村
上
田
さ
ほ
の
養
生
記
録
―



　
　
　

き
ん
も
つ
左
之
通

な
ま
う
を

油
あ
げ

ぼ
う
ぶ
ら

秋
な
す

た
か
な

ま
ん
ぢ
う

小
豆

の
だ
ん
ご
類

つ
き
あ
げ
の
も
ち

右
之
外
一
切
も
の
こ
ゆ
き
品
、
う
を
類
尚
更

　
　
　

能
物

や
さ
い
類

免
る
い
（
麺
類
）
三
品

か
き
も
ち

小
も
ち

焼
も
ち

魚

類

た
い

ほ
ら

か
れ
い

あ
ら

あ
こ
ふ

イ
ト
ヨ
リ

ゑ
ふ
な

赤

く
い

白
く
ち

右
の
外
見
合
上
酒
少
々
づ
つ
折
々
用
イ
候
へ
ば
、
ケ
ツ
キ
め
ぐ
り
よ
く
、
と

か
く
保
養
に
相
成
候
様
、
先
此
趣
、
其
土
地
に
よ
り
、
か
ね
て
用
つ
け
候
品

か
た
く
何
角
か
ん
べ
ん
も
有
度
と
の
御
事
な
り
け
る

そ
れ
ぞ
れ
に
、
野
菜
・
魚
・
餅
類
な
ど
が
分
類
さ
れ
て
い
る
。
少
量
の
酒
は
血

気
の
め
ぐ
り
に
よ
い
こ
と
、
そ
の
土
地
の
産
物
や
こ
れ
ま
で
に
食
し
て
き
た
も
の

な
ど
勘
弁
も
必
要
と
注
意
し
て
い
る
。
村
井
の
場
合
、
食
物
の
禁
食
・
可
食
は
な

い
と
話
し
て
い
る
が
、
永
井
は
、
は
っ
き
り
と
分
類
し
て
指
示
し
て
お
り
、
医
師

に
よ
る
病
状
対
応
の
相
違
が
見
ら
れ
る
。

２
―
２

林
田
惟
俊
の
受
診

一
〇
月
二
二
日

つ
ぎ
の
林
田
惟
俊
は
、
林
田
家
七
代
に
あ
た
り
八
代
仁
宅
が
「
御
用
人
支
配
・

本
道
廿
石
五
人
扶
持
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
惟
俊
も
本
道
の
医
師
と
思
わ
れ
る（21）

。

さ
ほ
夫
妻
は
、
二
二
日
、
永
井
家
の
後
、
林
田
惟
俊
の
診
察
も
受
け
た
。
両
家
と

同
じ
く
、
ま
ず
は
茶
・
煙
草
盆
を
前
に
語
り
、
す
ぐ
に
容
体
の
診
察
と
な
っ
た
。

林
田
は
、
腹
中
は
悪
い
が
随
分
治
っ
て
お
り
、
時
間
は
か
か
る
と
話
し
た
上
で

詳
細
に
病
状
を
尋
ね
ら
れ
た
。
や
は
り
、
林
田
の
診
断
も
永
井
と
同
じ
く
納
得
し

て
聞
い
た
。
そ
し
て
、
さ
ほ
は
、
村
井
の
処
方
し
た
薬
法
「
桂
ぶ
く
」（
桂
枝
・

茯
苓
）
を
服
用
し
た
様
子
を
話
し
、
調
合
し
て
も
ら
っ
た
一
貼
を
見
せ
、
ど
う
か

と
尋
ね
た
。
す
る
と
林
田
は
、
手
前
の
考
え
た
も
の
と
は
大
き
く
違
う
が
明
ら
か

に
よ
い
と
思
う
。
そ
の
症
状
な
の
で
、
し
っ
か
り
服
用
す
る
こ
と
は
言
う
ま
で

も
な
く
、
第
一
に
気
を
く
つ
ろ
げ
、
何
事
も
無
理
を
せ
ず
、
手
足
な
ど
を
冷
や
さ

な
い
様
に
す
る
。
時
折
鴨
類
、
玉
子
な
ど
を
食
し
前
酒
を
呑
み
、
歩
行
を
行
い
、

た
だ
気
血
の
め
ぐ
り
を
よ
く
す
る
こ
と
、
薬
も
そ
の
一
で
あ
り
症
状
を
和
ら
げ
る

た
め
に
用
い
る
も
の
で
あ
る
。
酒
肴
や
気
晴
ら
し
を
行
い
、
病
根
を
絶
つ
と
は
考

え
ず
、
気
を
養
い
体
を
整
え
て
お
か
な
け
れ
ば
、
体
が
衰
え
る
に
従
い
、
他
の
症

状
も
増
え
、
臥
せ
る
様
に
な
り
手
後
れ
に
な
る
。
体
を
大
切
に
し
て
、
ま
ず
保
養

第
一
、
気
を
豊
か
に
持
ち
、
食
事
を
取
る
よ
う
に
心
が
け
る
こ
と
、
と
の
こ
と
で

あ
っ
た
。
治
療
に
関
す
る
詳
細
な
話
は
す
べ
て
納
得
し
た
。

つ
ぎ
に
、
投
薬
に
つ
い
て
、
こ
れ
も
永
井
と
同
様
に
村
井
へ
は
伝
え
な
い
様
に

と
頼
ん
だ
。
林
田
は
、
ま
ず
は
村
井
の
薬
を
し
っ
か
り
服
用
し
、
も
し
効
か
な
け

れ
ば
、
自
分
の
薬
の
服
用
を
試
し
て
も
よ
い
。
い
ず
れ
に
し
て
も
急
に
薬
功
は
な

く
、
大
切
に
保
養
す
れ
ば
追
々
本
快
す
る
と
話
し
た
。
こ
の
後
は
、
ほ
ぼ
永
井
と

同
じ
で
、
今
回
は
近
日
帰
国
の
こ
と
、
昨
夕
の
疱
瘡
の
噂
に
関
し
て
こ
ち
ら
へ
は

患
者
が
来
て
お
ら
ず
小
規
模
な
流
行
で
あ
る
。
し
か
し
滞
在
を
続
け
て
も
急
に
薬

法
は
変
わ
ら
ず
、
寒
さ
も
増
す
の
で
帰
宅
し
た
方
が
よ
い
。
そ
の
他
、
灸
治
・
入

湯
・
禁
物
な
ど
を
尋
ね
、
書
付
を
依
頼
し
た
。
湯
治
・
灸
は
そ
の
症
状
に
は
禁
止

八
二

京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
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」
第
七
十
四
号



で
あ
る
が
、
湯
治
場
へ
出
か
け
手
足
を
洗
う
位
で
気
晴
ら
し
す
る
程
度
は
よ
い
と

の
こ
と
で
あ
っ
た
。

最
後
に
、
順
一
郎
も
容
体
を
見
て
も
ら
い
、
同
様
に
詳
細
な
説
明
と
投
薬
が

あ
っ
た
。
そ
し
て
、一
両
日
中
に
小
島
へ
行
く
と
話
す
と
、薬
は
薬
品
を
改
め
て
、

明
後
早
朝
ま
で
に
宿
所
へ
持
参
す
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
二
四
日
五
ツ
頃
に
、

二
人
分
の
煎
薬
二
百
貼
、
煎
じ
方
は
通
常
通
り
と
あ
る
。
薬
は
の
し
包
、
高
足
台

に
載
せ
、
繻
子
袱
紗
で
覆
い
、
上
田
政
之
進
方
へ
送
ら
れ
、
同
人
が
宿
へ
届
け
た
。

二
六
日
順
一
郎
が
御
礼
に
行
き
、
さ
ほ
の
風
邪
に
よ
る
滞
在
、
明
日
小
島
ま
で
引

き
取
る
こ
と
な
ど
話
し
た
。
謝
儀
は
白
銀
一
包
八
〇
匁
八
分
を
送
っ
た
。

ま
た
食
物
の
宜
禁
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
た
。

　
　
　

き
ん
も
つ

し
い
た
け

た
け
の
子

わ
ら
び

こ
ん
に
や
く

ぼ
う
ぶ
ら

た
か
な

そ
ば
切

い
か

ゑ
び

ぶ
り

ち
ん

く
じ
ら

い
わ
し

海
老

　
　
　

よ
き
も
の

や
さ
い
類

松
た
け

初
た
け　
　

但
し
ち
さ

く
さ
ぎ

た
ら

水
な

ひ
と
も
し

せ
り

れ
ん
こ
ん

ふ
き

つ
わ

み
つ
ば
せ
り

う
と
ん

そ
う
め
ん

ま
ん
ぢ
う

な
し

か
き

み
か
ん

た
い

あ
じ

さ
ば

た
か
ら
ご

あ
わ
び

く
ら
げ

か
つ
を
ふ
し

た
い
の
類
は
さ
し
み
と
も

に

玉
子

か
も

酒

右
之
外
よ
し
あ
し
と
も
に
其
土
地
に
よ
り
か
ね
て
用
覚
候
も
あ
る
も
の
ニ

付
、
か
ん
べ
ん
も
有
度
と
の
趣
也

永
井
と
同
じ
く
、
野
菜
・
魚
・
餅
類
な
ど
が
分
類
さ
れ
て
お
り
、
土
地
の
産
物
・

ぼ
う
ぶ
ら
（
南
瓜
）・
高
菜
・
野
菜
・
麺
類
・
鯛
な
ど
は
共
通
す
る
が
、
饅
頭
の

位
置
づ
け
や
可
食
分
が
多
い
こ
と
な
ど
が
相
違
す
る
。
当
時
の
認
識
、た
と
え
ば
、

寛
永
一
九
年
（
一
六
四
二
）
曲
直
瀬
玄
朔
『
日
用
食
性
』
の
婦
人
科
の
項
「
崩
漏

帯
下
」
で
は
、
宜
禁
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る（22）

。

宜
―
粟
・
大
麦
・
串
柿
・
牛
蒡
・
芹
・
く
こ
・
う
こ
き
・
山
芋
・
杏
仁
・

ア
オ
ノ
リ
・
酢
・
鯉
・
鯖
・
鯵
・
蛸
・
牡
蠣
・
烏
賊
・
鰻
・
雲
雀
・
雁
・
炒

海
鼠

禁
―
麺
類
・
蕎
麦
・
芥
・
蕨
・
黄
瓜
・
茄
・
冬
瓜
・
梨
・
柿
・
ク
ワ
イ
・
胡
瓜
・

飴
・
小
豆
・
虎
杖
・
薊
・
鮎
・
鮒
・
鶏
・
雉

出
版
さ
れ
広
く
普
及
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
『
日
用
食
性
』
と
比
較
し
て
も
、

一
致
す
る
も
の
は
ほ
ぼ
な
く
、
宜
禁
が
逆
に
な
る
も
の
も
多
い
。
各
医
師
に
よ
り

診
断
や
投
薬
は
共
通
す
る
面
が
多
い
が
、
食
事
の
宜
禁
の
判
断
は
医
師
の
流
派
や

そ
の
土
地
の
産
物
な
ど
に
よ
り
、
相
違
し
て
い
る
。

そ
し
て
、
各
医
師
の
受
診
で
名
前
の
あ
が
る
人
物
、
山
崎
老
人
・
英
八
・
政
之

進
は
、
そ
れ
ぞ
れ
上
田
家
の
遠
戚
と
さ
れ
る
熊
本
藩
士
上
田
家
で
あ
る
。
享
和
二

年
（
一
八
〇
二
）
五
月
二
二
日
、
熊
本
滞
在
中
の
宜
珍
は
上
田
又
之
丞
、
同
政
之

進
へ
暇
乞
い
に
行
き
、
政
之
進
よ
り
聞
い
た
上
田
家
祖
の
話
を
日
記
に
記
し
て
い

る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
上
田
政
之
進
は
百
石
、
山
崎
船
場
居
住
、
上
田
又
之
丞
は

二
百
石
、山
崎
天
神
側
居
住
と
あ
り
、山
崎
老
人
が
又
之
丞
、英
八
が
息
子
で
あ
っ

た
。
そ
れ
ぞ
れ
医
師
と
の
つ
な
が
り
を
み
る
と
、
永
井
は
上
田
又
之
丞
家
、
林
田
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は
上
田
政
之
進
家
の
紹
介
で
受
診
し
た
可
能
性
が
高
い
。

２
―
３

灸
点
と
風
邪

一
〇
月
二
三
日

二
三
日
五
つ
頃
、
さ
ほ
は
灸
点
を
請
け
る
た
め
に
村
井
へ
行
く
が
、
向
町
に
も

疱
瘡
患
者
が
五
人
発
生
し
た
た
め
帰
国
し
た
い
。
そ
の
た
め
灸
点
を
「
か
た
や

き
」
で
も
よ
い
の
で
実
施
し
て
ほ
し
い
と
話
し
た
。
村
井
は
、
さ
ほ
の
容
体
を
み

て
、
風
邪
の
気
が
あ
る
の
で
今
日
は
「
か
た
や
き
」
ど
こ
ろ
で
は
な
い
。
疱
瘡
が

気
に
な
る
の
は
わ
か
る
が
、
風
邪
が
治
る
ま
で
は
難
し
く
、
ま
ず
は
灸
を
置
く
点

を
付
け
る
。
こ
の
上
に「
ま
ん
の
ふ
か
う（
万
能
膏
）」を
つ
け
れ
ば
邪
気
が
さ
り
、

経
候
が
な
け
れ
ば
い
つ
で
も
月
毎
に
一
度
づ
つ
一
穴
に
三
〇
火
を
、
一
ヶ
月
も
怠

り
な
く
灸
を
す
る
。
風
呂
・
腰
湯
、
歩
行
は
よ
く
血
の
め
ぐ
り
に
よ
く
養
生
に
な

る
、
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

さ
ほ
は
、
明
日
ま
で
滞
在
す
る
の
で
疱
瘡
流
行
地
を
避
け
て
見
物
し
、
明
後
日

小
島
へ
引
き
取
る
の
で
薬
を
調
合
し
て
ほ
し
い
と
依
頼
し
た
。
村
井
は
、
無
益
の

滞
在
は
せ
ず
、
来
春
夏
に
容
体
を
見
せ
に
来
て
、
そ
の
際
に
ゆ
っ
く
り
見
物
し
た

方
が
よ
い
。
早
く
点
を
付
け
よ
う
と
、
冠
吾
へ
指
示
し
「
上
ニ
四
ケ
ツ
、
七
・
九
、

下
ニ
八
ケ
ツ
、
十
六
・
十
七
・
十
八
・
廿
〆
十
二
ケ
ツ
」
が
付
け
ら
れ
た
。
そ
し
て
、

一
刻
も
早
く
帰
っ
た
ほ
う
が
よ
い
、
こ
う
し
て
い
る
内
に
も
、
疱
瘡
病
人
が
来
訪

す
る
か
も
し
れ
な
い
。
帰
国
後
は
、
親
へ
よ
ろ
し
く
と
の
こ
と
、
村
井
親
子
と
も

に
薬
を
服
用
す
る
こ
と
が
第
一
と
話
し
た
。

薬
を
二
人
分
請
け
取
り
帰
宿
後
、十
二
穴
に
膏
薬
を
付
け
て
し
ば
ら
く
い
る
と
、

に
わ
か
に
震
い
つ
き
、
頭
痛
も
強
く
な
り
寝
込
み
、
た
し
か
に
村
井
の
見
受
け
通

り
に
な
り
風
邪
だ
ろ
う
と
思
う
が
気
が
か
り
に
な
っ
て
案
じ
て
い
た
。
ち
ょ
う
ど

門
人
が
町
を
通
り
か
か
っ
た
の
で
順
一
郎
が
呼
び
寄
せ
、
さ
ほ
の
容
態
を
見
せ
る

と
、
門
人
は
風
邪
だ
と
話
し
た
。
今
朝
、
村
井
に
も
そ
の
よ
う
に
診
察
さ
れ
た

の
で
、
現
在
の
容
体
を
伝
え
て
薬
の
依
頼
を
し
た
が
、
門
人
は
急
ぎ
の
た
め
、
も

う
一
人
別
の
門
人
が
来
訪
し
や
は
り
風
邪
と
判
断
し
た
。
再
度
薬
の
依
頼
を
し
て

安
多
を
付
き
添
わ
せ
た
と
こ
ろ
、
冠
吾
が
往
診
と
薬
を
持
参
す
る
と
返
事
が
あ
っ

た
。
夜
に
入
り
気
持
ち
が
悪
く
、
少
し
粥
を
食
べ
て
臥
せ
っ
て
い
る
と
、
冠
吾
が

来
訪
し
容
体
を
み
て
風
邪
と
判
断
し
、食
事
を
取
り
服
用
す
れ
ば
す
ぐ
よ
く
な
る
、

必
ず
気
に
か
け
ず
、
静
に
養
生
す
る
よ
う
に
と
、
直
に
薬
を
調
合
し
て
渡
し
て
く

れ
た
。
冠
吾
は
、
村
井
家
に
は
疱
瘡
病
人
は
春
頃
か
ら
来
て
い
な
い
の
で
気
遣
い

は
不
要
、
心
置
き
な
く
服
用
す
れ
ば
邪
気
も
両
日
中
に
去
る
で
あ
ろ
う
と
、
椿
寿

と
違
い
尋
ね
て
い
な
い
こ
と
ま
で
詳
細
に
話
し
て
く
れ
た
、
と
あ
り
比
較
し
て

い
る
。
冠
吾
の
言
葉
に
安
心
し
た
の
か
、
服
用
後
に
大
分
発
汗
し
た
と
記
す
。
さ

ほ
の
細
か
い
こ
と
を
気
に
す
る
性
格
が
よ
く
わ
か
る
対
応
で
あ
る
が
、
こ
の
背
景

に
は
疱
瘡
流
行
に
よ
る
罹
患
の
恐
怖
心
が
大
き
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
昨
年
末
か

ら
四
月
に
か
け
て
の
高
浜
村
の
疱
瘡
流
行
の
記
憶
が
新
し
く
、
蘇
っ
て
き
て
い
る

と
考
え
ら
れ
る（23）

。

２
―
４

風
邪
の
治
癒
と
帰
国

一
〇
月
二
四
日
～
一
一
月
八
日

二
四
日
、
順
一
郎
が
村
井
家
へ
行
き
、
椿
寿
は
八
代
へ
病
用
の
た
め
不
在
で

あ
っ
た
が
、
さ
ほ
の
様
子
を
話
し
薬
を
受
け
取
っ
た
。
さ
ほ
は
発
汗
し
夜
に
入
っ

て
大
分
気
分
が
よ
く
な
っ
た
。
二
五
日
、
外
邪
が
去
っ
た
様
に
思
っ
た
が
、
昼
夜

往
来
の
人
馬
・
歩
行
の
音
が
騒
が
し
く
眠
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
後
、
頭
痛
も
去
り
、

少
し
粥
も
食
べ
ら
れ
た
。
二
六
日
、
い
よ
い
よ
風
邪
が
治
っ
た
と
感
じ
た
の
で
、
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そ
の
こ
と
を
村
井
へ
伝
え
、
現
在
の
風
邪
薬
一
一
貼
、
先
法
の
分
五
〇
貼
づ
つ
三

人
分
一
五
〇
貼
を
受
け
取
っ
た
。
順
一
郎
が
礼
に
行
き
、
白
銀
一
包
の
し
包
添
え
、

銀
一
〇
〇
匁
九
分
を
持
参
し
た
。
冠
吾
が
対
応
し
、
さ
ほ
の
風
邪
が
快
復
し
、
明

日
日
和
次
第
小
島
ま
で
駕
籠
で
連
れ
帰
る
話
を
し
た
と
こ
ろ
、
軽
い
風
邪
な
の
で

用
心
す
れ
ば
よ
く
、
帰
国
後
、
持
病
が
不
快
の
際
に
は
自
分
か
兄
弟
が
診
察
に
行

く
の
で
遠
慮
な
く
連
絡
を
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
対
応
も
、
永
井
・
林
田
と

同
様
で
あ
る
。
こ
の
後
に
、「
十
五
日
ゟ
廿
六
日
迄
御
調
合
風
邪
去
る
の
法
迄
」

の
薬
の
数
を
ま
と
め
、
三
人
分
の
煎
薬
二
二
〇
貼
、
内
七
一
貼
順
一
郎
分
、
九
一

貼
さ
ほ
分
、
六
八
貼
そ
よ
分
で
、
風
邪
を
引
い
た
分
が
増
加
し
て
い
る
。

二
七
日
、
風
邪
は
治
っ
た
が
、
宿
病
は
治
ら
ず
手
足
が
冷
え
て
頭
痛
も
あ
り
、

下
り
物
も
経
候
の
気
も
薄
く
な
り
、い
ま
だ
勝
れ
な
い
が
駕
籠
で
小
島
へ
向
か
い
、

船
問
屋
で
村
井
の
風
邪
薬
を
用
い
た
。
二
八
日
薬
も
終
わ
り
邪
気
も
去
っ
た
よ
う

だ
が
頭
痛
は
あ
り
、
夜
更
と
て
も
寒
さ
が
強
く
な
り
手
足
の
冷
え
も
さ
ら
に
暖
ま

り
に
く
い
。
先
法
の
薬
を
飲
む
と
大
黄
気
に
な
り
、
気
分
は
ど
れ
ほ
ど
か
、
と
記

す
。
二
九
日
よ
り
永
井
の
薬
を
試
し
た
が
、
効
い
た
感
じ
が
し
て
、
第
一
温
ま
る

気
が
あ
り
、
手
足
も
そ
れ
ほ
ど
冷
え
ず
、
雪
が
降
っ
た
が
大
分
気
持
ち
も
よ
か
っ

た
。
一
一
月
一
・
二
日
同
じ
永
井
の
薬
を
用
い
た
が
、
大
変
心
地
よ
く
風
邪
も
本

快
し
た
。
三
日
は
天
赦
の
吉
日
で
も
あ
っ
た
の
で
、
化
粧
し
て
町
歩
き
を
し
て
夜

に
な
っ
て
船
に
帰
っ
た
。
四
日
出
帆
し
、
七
日
高
浜
に
帰
帆
し
た
。

八
日
よ
り
三
氏
の
薬
を
い
ろ
い
ろ
用
い
て
み
た
が
、
村
井
分
は
今
の
症
状
に
は

合
わ
ず
、
永
井
・
林
田
分
は
効
く
よ
う
で
あ
る
。
特
に
血
道
家
（
婦
人
科
）
の
永

井
の
薬
は
身
が
温
ま
る
よ
う
に
思
う
が
、
い
ま
だ
下
り
物
は
同
様
で
あ
り
、
今
後

様
子
を
伝
え
た
上
で
薬
を
取
り
寄
せ
よ
う
と
思
い
、
い
ず
れ
も
定
め
か
ね
て
い
る

と
結
ん
で
い
る
。

こ
の
時
、
さ
ほ
夫
婦
が
持
参
し
た
と
思
わ
れ
る
、
上
田
政
之
進
・
又
之
丞
・
英

八
の
一
〇
月
二
七
日
付
の
書
状
に
は
、
夫
婦
の
熊
本
行
や
土
産
御
礼
な
ど
が
記
さ

れ
て
い
る（24）

。
そ
し
て
、
文
化
六
年
五
月
九
日
の
宜
珍
日
記
に
は
、
さ
ほ
夫
妻
の

熊
本
行
の
礼
と
思
わ
れ
る
熊
本
ヘ
の
音
物
と
し
て
、
宜
珍
か
ら
上
田
政
之
進
・
又

之
丞
・
英
八
へ
、
さ
ほ
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
内
室
、
御
袋
、
老
人
衆
へ
、
焼
物
や
煙

草
、
着
物
な
ど
が
進
呈
さ
れ
て
い
る
。

３

崎
津
に
お
け
る
鹿
児
島
藩
医
の
受
診

３
―
１

小
田
医
三
の
受
診
診
断

一
月
一
〇
日
～
一
三
日

「
養
生
方
ノ
手
控
」
の
後
半
は
、
内
題
に
「
薩
州
鹿
児
島
の
御
侍
医
江
療
養
請

を
記
す
」
と
あ
り
、
崎
津
に
お
け
る
鹿
児
島
藩
侍
医
へ
の
受
診
記
録
で
あ
る
。
熊

本
か
ら
帰
国
し
た
二
ヶ
月
後
、
文
化
六
年
正
月
一
〇
日
、
順
一
郎
が
今
富
村
へ
年

頭
御
礼
に
行
っ
た
際
に
、
昨
年
の
冬
か
ら
薩
摩
よ
り
漂
着
唐
船
の
引
き
送
り
が
あ

り
、
附
添
の
医
師
が
崎
津
に
滞
在
し
て
い
る
。
医
師
へ
は
諸
人
が
療
治
に
訪
れ
、

薬
功
が
あ
り
重
病
も
本
快
し
て
大
評
判
の
よ
う
で
受
診
を
勧
め
ら
れ
た
。
さ
ほ
は
、

早
速
一
一
日
宜
珍
と
と
も
に
今
富
ま
で
行
っ
た
。
宜
珍
日
記
に
は
「
拙
者
お
さ
ほ

召
連
今
富
江
罷
越
ス
、
薩
州
医
師
両
人
崎
津
江
唐
船
方
ニ
付
御
滞
舟
ニ
付
、
さ
ほ

宿
病
容
体
懸
御
目
候
積
リ
ニ
而
罷
越
ス
」と
あ
り
、宿
病
の
治
療
が
目
的
で
あ
っ
た
。

す
で
に
、
唐
船
は
長
崎
へ
の
追
風
の
た
め
出
帆
し
た
が
、
沖
へ
乗
出
し
北
風
が

強
く
、
大
江
村
の
軍
浦
へ
乗
り
入
れ
て
い
る
と
聞
い
た
。
一
二
日
早
朝
、
兄
（
今

富
村
庄
屋
上
田
友
三
郎
、
上
田
家
八
代
、
伯
父
に
あ
た
る
）
が
崎
津
へ
行
き
、
治

療
が
上
手
で
評
判
に
な
っ
て
い
る
の
は
川
上
ウ
ン
タ
イ
と
い
う
医
師
で
、
小
田

八
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医
三
と
い
う
老
医
と
と
も
に
軍
浦
へ
乗
り
入
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た（25）

。

小
田
の
弟
子
で
あ
る
川
上
へ
使
を
出
し
て
面
会
を
求
め
、
明
日
の
約
束
を
取
り
つ

け
た
。
宜
珍
は
崎
津
へ
向
か
い
、
侍
医
と
懇
ろ
と
聞
く
薩
摩
藩
士
志
岐
・
田
中
と

相
談
を
し
た
。

一
三
日
、
さ
ほ
は
、
友
三
郎
・
息
子
与
治
馬
（
上
田
家
一
〇
代
定
行
）
と
と
も

に
小
田
医
三
を
訪
ね
、
な
か
な
か
の
人
物
で
温
厚
、
七
〇
歳
余
、
い
た
っ
て
達
者

で
丈
夫
な
人
と
記
す
。
小
田
は
、
こ
れ
ま
で
の
様
子
を
聞
き
容
体
を
み
て
、
熊
本

三
医
師
の
薬
も
見
た
が
、
村
井
の
薬
は
ど
う
も
見
込
み
は
な
く
、
他
の
薬
法
も
大

き
な
効
果
は
な
い
、
灸
治
な
ど
は
以
て
の
外
で
あ
る
と
話
し
た
。
ま
た
、
こ
れ
ま

で
灸
火
や
薬
の
見
立
て
違
い
に
よ
り
ま
す
ま
す
血
が
お
さ
ま
ら
な
い
。
も
う
少
し

様
子
を
み
て
投
薬
す
る
の
で
、
今
富
に
し
ば
ら
く
滞
在
し
、
崎
津
で
容
体
を
み
よ

う
。
煎
湯
の
調
合
を
教
え
る
が
、他
に
鹿
頭
霜
（
黒
焼
き
に
し
て
粉
に
し
た
も
の
）

を
兼
用
す
る
こ
と
が
重
要
な
の
で
、
こ
れ
も
急
ぎ
作
る
よ
う
に
と
の
こ
と
で
あ
っ

た
。
さ
ほ
は
、
こ
れ
ま
で
右
の
肉
を
用
い
て
い
た
と
話
し
た
が
、
そ
れ
は
用
い
る

場
所
が
違
い
鹿
頭
霜
で
な
く
て
は
今
の
症
状
に
あ
わ
な
い
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
語
り

夕
方
今
富
へ
帰
っ
た
。
宜
珍
の
日
記
に
は
、
こ
の
受
診
が
崎
津
の
普
済
庵
と
思
わ

れ
る
庵
で
行
わ
れ
、
さ
ほ
の
今
富
滞
在
・
薬
用
が
記
さ
れ
る
。

３
―
２

鹿
頭
霜
の
薬
功

一
月
一
四
日
～
二
月
一
四
日

一
四
日
、
友
三
郎
が
崎
津
へ
行
き
薬
五
〇
貼
を
持
ち
帰
り
、
昼
過
ぎ
よ
り
服
用

し
た
が
、
は
じ
め
て
の
請
心
地
で
夜
分
手
足
が
温
ま
り
、
全
身
何
か
が
め
ぐ
り
腰

の
辺
り
の
加
減
が
と
て
も
よ
く
な
っ
た
と
、
早
速
の
薬
功
を
記
し
て
い
る
。
一
五

日
は
順
一
郎
が
崎
津
で
受
診
し
薬
一
五
貼
を
請
け
、
翌
日
高
浜
へ
帰
宅
し
、
さ
ほ

は
滞
在
し
薬
用
を
続
け
た
。
一
七
日
小
田
・
志
岐
・
田
中
が
家
来
を
連
れ
て
今
富

へ
来
訪
し
、
さ
ほ
の
容
体
を
じ
っ
く
り
診
察
し
尋
ね
ら
れ
た
の
で
、
昨
日
か
ら
下

り
物
も
治
ま
り
、
大
分
手
足
も
温
ま
り
気
持
よ
く
な
っ
た
と
話
し
た
。
小
田
は
、

完
全
に
症
状
が
治
ま
る
年
齢
で
は
な
い
の
で
、
一
日
は
止
ま
り
半
日
は
下
る
こ
と

も
あ
り
、
不
安
定
な
日
が
続
き
気
分
も
引
く
こ
と
も
あ
る
。
し
か
し
、
追
々
鹿
頭

霜
も
服
用
す
れ
ば
な
お
よ
く
な
る
の
で
、
自
分
の
役
目
が
終
わ
り
長
崎
か
ら
帰
国

途
中
に
再
度
診
察
し
よ
う
、
と
話
し
た
。
夕
方
か
ら
雨
が
降
り
冷
え
た
の
で
、
夜

に
入
り
少
し
下
っ
た
。
小
田
へ
崎
津
ま
で
駕
籠
で
帰
る
よ
う
話
し
た
が
歩
行
で
帰

り
気
丈
の
人
だ
と
感
じ
た
。
一
八
日
に
は
、
下
り
物
が
治
ま
り
、
小
田
の
使
が
昨

日
の
礼
に
来
た
の
で
書
状
と
進
物
を
贈
っ
た
。
宜
珍
の
日
記
に
よ
る
と
、
さ
ほ
は

こ
の
日
今
富
か
ら
高
浜
に
帰
っ
て
い
る
。

二
〇
日
、
今
富
よ
り
煎
薬
五
〇
貼
が
到
来
し
て
い
る
。
二
二
日
久
野
・
友
三
郎

に
依
頼
し
、
小
田
へ
謝
儀
・
礼
と
し
て
白
銀
一
包
五
五
匁
、
土
ナ
ベ
三
つ
金
壱
組
、

間
徳
利
二
本
を
送
っ
た
。白
銀
と
自
家
の
焼
き
物
は
村
井
の
場
合
と
同
じ
で
あ
る
。

薩
摩
の
一
行
は
出
航
し
た
が
向
風
で
崎
津
へ
戻
り
、
返
書
と
順
一
郎
へ
の
薬
一
五

貼
と
、
藩
士
の
田
中
か
ら
「
し
や
う
ど
く
丸
」
三
粒
が
送
ら
れ
た
。
順
一
郎
は
高

浜
を
出
ら
れ
ず
薬
用
も
進
ん
で
い
な
い
と
あ
る
。
体
調
は
下
り
物
は
あ
っ
た
が
、

「
本
過
ニ
而
多
々
有
り
ケ
イ
コ
ウ
ト
と
見
ゆ
」
と
あ
り
、
経
候
が
は
じ
ま
り
回
復

に
向
か
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

も
う
一
つ
の
薬
材
の
鹿
頭
は
、
各
地
へ
入
手
依
頼
し
て
お
り
、
ま
ず
、
二
七
日

立
原
村
の
本
田
氏
が
持
参
し
、
代
銭
三
〇
匁
を
支
払
う
。
宜
珍
の
日
記
に
も
立
原

喜
七
郎
殿
方
よ
り
鹿
頭
壱
ツ
と
あ
る
。
そ
れ
を
早
速
焙
烙
に
か
け
焼
懸
、
二
九
日

昼
過
ぎ
に
口
明
け
し
て
細
末
に
し
た
。
い
わ
ゆ
る
鹿
頭
の
霜
（
黒
焼
き
）
を
自
家
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で
作
成
し
て
い
る
。
二
月
三
日
か
ら
こ
の
鹿
頭
霜
を
服
用
し
た
が
、
大
い
に
薬
功

が
あ
っ
た
。
宜
珍
の
日
記
に
よ
る
と
二
月
朔
日
に
「
お
さ
ほ
願
成
就
日
籠
リ
、
首

尾
好
相
済
候
事
」
と
あ
り
、
鹿
頭
霜
の
服
用
前
に
、
小
田
の
治
療
で
快
復
の
可
能

性
が
出
て
き
た
の
で
、
社
へ
の
籠
に
よ
る
病
気
治
癒
の
祈
願
を
し
て
い
た
と
考
え

ら
れ
る
。
薬
功
の
様
子
を
み
て
い
く
と
、
三
日
夜
手
足
ま
で
暖
ま
り
、
四
日
よ
り

下
り
物
が
す
っ
か
り
治
ま
り
、
日
増
に
体
が
温
ま
る
が
、
ま
た
「
し
や
う
ふ
く
ど

ふ
」
と
下
腹
の
心
地
が
違
う
。
一
〇
日
よ
り
本
過
の
物
が
多
く
下
り
、
ま
た
黒
色

の
塊
な
ど
混
じ
り
、
夜
体
の
中
を
何
か
が
め
ぐ
る
よ
う
な
気
持
ち
に
な
っ
た
。

一
一
日
早
朝
、
大
便
が
多
く
心
地
よ
く
通
じ
、
そ
れ
か
ら
気
も
余
程
引
き
立
ち
、

真
黒
色
の
も
の
が
下
る
こ
と
は
あ
っ
た
。
体
が
し
ぼ
む
よ
う
な
、
顔
ま
で
腫
れ
て

い
る
よ
う
な
感
じ
で
あ
る
が
外
見
は
変
化
な
い
。三
・
四
日
の
間
は
疑
わ
し
く
思
っ

た
が
、
一
四
日
五
ツ
頃
よ
り
、
大
変
腹
中
が
穏
や
か
で
な
く
、
煎
湯
と
鹿
頭
霜
を

用
い
用
心
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
思
は
ず
大
き
な
塊
が
下
り
、
そ
れ
を
改
め
て
見
る

と
長
さ
二
寸
余
あ
り
、
塊
の
小
口
が
開
い
て
い
る
の
で
、
二
つ
に
引
き
分
け
る
と
、

内
よ
り
白
赤
の
玉
の
よ
う
な
物
が
出
て
、
す
ぐ
に
砂
の
よ
う
に
砕
け
た
。
そ
れ
か

ら
目
の
上
が
軽
く
な
り
、
下
り
物
も
半
分
に
な
り
、
た
し
か
に
よ
い
方
に
進
ん
で

い
る
と
思
っ
た
、
と
あ
る
。
鹿
頭
霜
の
服
用
に
よ
り
快
方
に
向
か
う
様
子
が
わ
か

り
、
排
出
さ
れ
た
塊
を
観
察
す
る
な
ど
冷
静
に
自
分
の
体
の
変
化
を
み
つ
め
分
析

し
て
い
る
。

３
―
３

小
田
の
来
村
と
快
復

二
月
一
五
日
～
五
月
二
日

一
五
日
高
浜
の
船
頭
比
佐
吉
が
長
崎
へ
行
く
の
で
、小
田
へ
こ
れ
ま
で
の
様
子
・

薬
に
つ
い
て
詳
細
に
記
し
た
記
録
と
薬
（
鹿
頭
霜
）
を
渡
す
よ
う
依
頼
し
た
。
昼

か
ら
薩
摩
藩
士
の
志
岐
三
左
衛
門
、
新
納
十
郎
が
来
訪
し
上
田
家
に
宿
泊
し
た
。

志
岐
か
ら
長
崎
の
用
向
が
終
わ
っ
た
の
で
、
小
田
は
帰
路
、
崎
津
滞
在
中
に
少
し

立
ち
寄
り
で
き
る
の
で
は
と
聞
い
た
。
一
六
日
出
立
す
る
志
岐
へ
、
昨
日
の
比
佐

吉
依
頼
の
小
田
宛
書
状
に
つ
い
て
話
し
、
再
度
小
田
へ
伝
え
て
も
ら
う
よ
う
依
頼

し
た
。
下
り
物
は
次
第
に
減
少
し
、
夜
に
入
り
、
ま
た
小
田
床
村
廣
七
か
ら
村
内

の
安
（
庵
）
河
内
宇
八
経
由
で
鹿
頭
が
届
き
二
六
匁
を
支
払
い
、
次
の
日
薬
に
加

工
し
た
。
一
七
日
下
り
物
が
治
ま
り
か
け
、
一
九
日
昼
過
ぎ
す
っ
か
り
と
治
ま
っ

た
と
感
じ
気
持
よ
く
、
試
し
に
風
呂
に
入
っ
た
。
村
内
の
白
木
の
平
七
か
ら
鹿
頭

が
届
き
一
五
匁
を
支
払
っ
た
。
二
〇
日
い
よ
い
よ
下
り
物
の
気
配
も
な
く
治
ま
っ

た
。
今
富
の
友
三
郎
か
ら
鹿
頭
が
送
ら
れ
た
の
で
、
昨
日
の
分
と
ま
と
め
て
薬
に

加
工
し
て
い
る
。

こ
の
日
、
長
崎
か
ら
比
佐
吉
が
帰
り
、
小
田
の
返
書
・
薬
さ
ほ
分
五
〇
、
順
一

郎
分
二
〇
貼
が
送
ら
れ
た
。
書
状
に
は
、
最
近
の
様
子
は
い
た
っ
て
よ
ろ
し
く
何

よ
り
も
悦
ば
し
い
。
本
剤
と
鹿
頭
霜
の
兼
用
を
お
こ
た
り
な
く
服
用
し
保
養
し
て

ほ
し
い
、
三
月
末
ま
で
に
は
帰
国
す
る
の
で
、
そ
の
際
に
は
崎
津
へ
来
港
す
る
と

の
こ
と
で
あ
っ
た
。
二
六
日
福
連
木
か
ら
鹿
頭
を
二
〇
匁
で
調
達
し
加
工
し
た
。

気
分
が
い
よ
い
よ
よ
く
な
り
、
下
り
物
も
そ
の
後
見
え
な
か
っ
た
が
、
三
月
一
日

朝
腰
湯
を
し
た
後
、
少
し
赤
色
が
下
り
、
夕
方
に
は
す
っ
か
り
治
ま
っ
た
。
二
日

昼
か
ら
少
し
下
る
気
分
が
し
た
が
変
わ
り
な
く
、
六
日
ま
で
そ
の
気
配
が
あ
っ
た

が
、
毎
日
昼
時
分
か
ら
す
っ
き
り
と
治
ま
っ
た
と
あ
る
。
さ
ほ
は
、
各
地
か
ら
送

ら
れ
る
鹿
頭
の
送
付
者
や
金
額
な
ど
も
記
し
、
入
手
時
に
薬
へ
と
加
工
し
、
順
調

に
快
方
に
向
か
う
体
の
様
子
が
詳
細
に
描
い
て
い
る
。

三
月
二
五
日
に
は
長
崎
へ
行
く
銀
太
郎
に
、
宜
珍
は
小
田
へ
書
状
で
薬
の
こ
と
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を
伝
え
た
。
四
月
二
日
に
返
書
と
薬
五
〇
貼
が
届
い
た
。
そ
し
て
、
二
六
日
小
田

が
高
浜
へ
来
村
し
滞
在
し
た
。
し
か
し
、
国
元
よ
り
急
ぎ
帰
国
す
る
よ
う
に
指
示

が
あ
っ
た
の
で
長
期
滞
在
が
難
し
く
、
そ
の
こ
と
が
各
地
へ
知
ら
さ
れ
た
。
宜
珍

の
日
記
で
は
、
小
田
の
来
訪
を
小
田
床
・
下
津
深
江
・
福
連
木
・
内
野
・
牛
深
・

今
富
な
ど
高
浜
近
辺
へ
飛
脚
で
知
ら
せ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
村
内
外
か
ら
病
人

が
数
多
く
願
い
出
て
、
小
田
は
診
察
と
投
薬
を
行
っ
た
。
村
内
の
利
衛
門
姉
・
兵

作
女
房
、
江
端
の
伝
兵
衛
、
内
野
村
の
伊
代
藏
・
母
・
猪
蘇
之
助
、
牛
深
村
の
青

木
の
妻
、
後
述
す
る
さ
ほ
の
祖
母
・
母
な
ど
、
女
性
が
多
い
こ
と
が
わ
か
る
。
さ

ほ
の
快
復
の
情
報
が
伝
わ
り
女
性
の
病
気
に
強
い
医
師
と
い
う
評
判
か
、
女
性
が

村
外
へ
行
き
受
診
す
る
機
会
が
少
な
か
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。い
ず
れ
に
し
て
も
、

さ
ほ
の
受
診
を
契
機
に
高
浜
村
内
外
の
患
者
の
治
療
機
会
が
増
加
し
た
こ
と
は
間

違
い
な
い
。

さ
ほ
は
毎
日
診
察
を
受
け
、
近
い
う
ち
に
本
快
す
る
と
い
わ
れ
、
薬
五
六
貼
を

受
け
取
っ
た
。
薬
は
、
も
し
こ
れ
だ
け
で
不
足
な
ら
ば
、
自
身
で
薬
種
を
求
め
て

調
合
す
る
の
が
よ
い
、
と
薬
法
の
書
付
を
渡
さ
れ
る
。
こ
の
他
、
順
一
郎
は
伊

勢
参
宮
に
よ
り
留
守
で
あ
っ
た
が
、
祖
母
・
母
の
診
察
と
薬
そ
れ
ぞ
れ
五
五
貼
、

三
五
貼
、
計
三
人
分
一
四
六
貼
と
な
っ
て
い
る
。
小
田
か
ら
は
長
崎
土
産
と
し

て
、
銀
ゆ
ひ
か
ね
な
ど
を
受
け
取
る
。
上
田
家
か
ら
は
、
謝
儀
と
し
て
白
銀
一
包

一
二
〇
匁
、
酒
・
焼
酒
入
間
徳
利
五
本
、
茶
出
・
こ
つ
ふ
形
盃
・
手
付
猪
口
・
蓋

付
茶
呑
茶
碗
各
一
他
、
船
中
用
の
酒
、
付
添
の
弟
子
小
田
宗
伯
、
家
来
へ
手
拭
一

つ
を
送
っ
て
い
る
。
宗
伯
は
、
宜
珍
の
日
記
で
は
、
医
三
の
甥
一
五
歳
と
わ
か
る
。

五
月
二
日
、
小
田
は
鹿
児
島
へ
帰
国
し
た
。

３
―
４

薬
の
作
製
と
管
理

夏
秋
～
文
化
一
一
年

そ
の
後
、
さ
ほ
は
、
薬
功
に
よ
り
血
の
め
ぐ
り
が
よ
く
な
り
経
候
が
お
と
ず
れ
、

時
々
に
少
々
の
障
り
は
当
分
あ
っ
た
が
、夏
秋
に
か
け
出
来
・
不
出
来
な
く
治
ま
っ

て
、
経
水
の
通
気
の
日
取
り
も
ほ
と
ん
ど
揃
っ
て
き
た
。
し
か
し
、
再
発
し
な
い

よ
う
薬
用
は
怠
り
な
く
、
小
田
の
調
合
分
が
終
わ
っ
た
の
で
、
薬
種
を
今
富
の
友

三
郎
家
か
ら
求
め
、
書
付
の
通
り
自
分
で
調
合
し
て
い
る
。
し
か
し
、
薬
の
「
請

心
地
」
が
違
い
薬
品
の
質
の
せ
い
で
は
、
と
判
断
し
て
い
る
。
ま
た
挟
み
込
ま
れ

た
書
付
に
は
、
七
月
二
日
小
田
の
薬
法
通
り
今
富
か
ら
薬
種
を
調
達
し
調
合
し
た

が
、
請
心
地
が
少
し
か
わ
り
、
一
貼
の
掛
目
も
二
匁
八
分
一
厘
と
、
小
田
の
調
合

分
二
匁
五
分
と
違
っ
て
い
た
、
と
あ
り
、
材
料
以
外
に
重
量
な
ど
も
細
か
く
確
認

し
調
合
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
背
景
と
し
て
、
後
述
す
る
が
今
富
の
友

三
郎
家
が
薬
種
を
扱
っ
て
い
た
こ
と
が
関
係
し
て
い
る
と
考
え
る
。

そ
の
後
、
九
月
五
日
、
長
崎
か
ら
鹿
児
島
藩
士
田
中
が
高
浜
を
訪
れ
、
見
舞
の

し
や
う
ど
く
丸
二
五
粒
入
を
持
参
し
た
。
代
金
一
〇
〇
疋
と
御
礼
と
し
て
間
徳
利

二
本
・
蓋
付
茶
呑
・
茶
碗
・
こ
つ
ぷ
形
盃
を
送
っ
た
。
二
〇
日
、
小
田
の
近
所
に

住
む
小
田
政
右
衛
門
の
便
で
、
小
田
の
書
状
、
国
分
煙
草
一
箱
・
江
戸
行
李
一
本

が
届
い
た
。
二
五
日
、
こ
の
帰
便
に
、
宜
珍
の
返
書
、
コ
ツ
プ
型
盃
二
・
盃
洗
一
・

茶
碗
三
・
大
白
ケ
ン
ト
ン
拾
・
肴
鉢
一
を
送
っ
た
。
返
書
は
、
さ
ほ
の
容
体
と
調

合
し
た
薬
を
青
木
叔
母
分
と
一
緒
に
送
っ
て
ほ
し
い
と
の
依
頼
で
あ
っ
た
。
薬
に

関
し
て
は
、
自
分
で
調
合
し
た
も
の
が
小
田
の
も
の
と
違
っ
て
お
り
、
自
給
で
き

な
い
状
況
の
解
決
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
の
薬
は
、
一
一
月
一
九
日
に
届
き
、
さ
ほ
・

青
木
伯
母
（
の
ぶ
）
分
各
五
〇
貼
計
一
〇
〇
貼
、
謝
儀
は
白
銀
一
包
二
七
匁

六
分
と
あ
る
。
小
田
は
書
状
の
他
、
墨
跡
（
大
文
字
イ
シ
ス
リ
）
一
枚
、
朱
墨
二
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丁
を
送
っ
て
い
る
。
一
二
月
一
六
日
、
さ
ほ
は
、
来
春
便
の
際
に
自
分
・
順
一
郎
・

小
田
床
き
さ
の
薬
を
送
っ
て
ほ
し
い
と
依
頼
し
、
順
一
郎
は
こ
の
間
ま
で
他
出
し

て
お
り
薬
用
を
怠
っ
て
い
る
、と
記
す
。
こ
の
時
は
、箱
に
み
か
ん
を
入
れ
て
送
っ

て
い
る
。
一
二
月
七
日
夜
、
廣
七
よ
り
鹿
頭
が
届
き
一
六
匁
を
支
払
い
、
翌
日

加
工
し
た
。

文
化
六
年
の
最
後
に
薬
の
ま
と
め
が
あ
り
、
正
月
よ
り
一
〇
月
ま
で
、
小
田
の

滞
在
し
た
場
所
が
「
崎
津
湊
御
滞
舟
中
初
、
長
崎
表
御
滞
留
中
、
尚
又
御
帰
国
後

と
も
ニ
」
と
記
さ
れ
、
合
計
煎
薬
三
〇
六
貼
と
あ
る
（
表
１
）。
そ
し
て
、
右
調

合
分
が
切
れ
て
い
る
間
は
自
分
が
薬
種
を
も
と
め
調
合
し
た
と
あ
る
。
同
様
に
正

月
よ
り
一
二
月
ま
で
薬
品
と
し
て
各
地
か
ら
寄
せ
集
め
た
鹿
頭
霜
は
六
ザ
イ
と
ま

と
め
て
い
る
（
表
２
）。
投
薬
の
際
に
朱
書
で
「
ク
」
と
付
記
し
て
い
る
よ
う
に
、

薬
の
数
量
、
金
額
な
ど
を
正
確
に
把
握
し
て
い
た
。

こ
れ
で
文
章
形
式
部
分
が
終
わ
り
、
以
後
、
文
化
七
年
以
降
は
箇
条
書
き
と
な

る
。
二
月
八
日
薬
と
あ
る
の
み
で
数
量
は
な
く
、
小
田
床
淳
蔵
の
薬
、
文
化
八
年

六
月
二
五
日
薬
五
〇
貼
、
宮
口
氏
内
室
薬
一
〇
〇
貼
、
文
化
一
一
年
一
一
月
四
日
、

熊
膽
・
し
や
う
ど
く
丸
と
あ
る
。
こ
の
熊
膽
は
、
宜
珍
日
記
に
よ
る
と
、
文
化
九

年
三
月
一
九
日
小
田
の
所
へ
松
前
熊
膽
が
到
来
し
た
の
で
近
々
送
る
、
と
あ
る
。

宜
珍
は
代
金
を
送
っ
た
が
小
田
は
受
け
取
ら
な
か
っ
た
、
と
あ
り
、
文
化
七
年
以

降
、
投
薬
も
ほ
ぼ
な
く
な
り
宿
病
は
改
善
し
、
他
人
の
薬
と
と
も
に
送
ら
れ
る
程

度
の
量
に
な
り
、
金
銭
の
収
受
な
ど
も
な
い
状
況
に
変
化
し
た
と
い
え
る
。
文
化

七
年
八
月
の
女
子
出
産
が
、
そ
の
効
果
と
い
え
る
。

表１ 小田医三の薬
月日 さほ 順一郎 祖母 母 計（貼） 代金（匁） 1 貼代金 備考

1 月 14 日
1 月 20 日

50
50

15
15 130 55 0.42 ２回分

2 月 20 日
4 月  2 日
5 月 26 日

50
50
56

20

55 35 266 120 0.45 ３回分
7 月  2 日 － 記載なし

11 月  9 日 50 50 27.6 0.55 別に青木伯母 50
計 306 50 55 35 35

 出典：「養生方ノ手控」上田家文書 16-42

表２ 鹿頭の入手先
月日 代金（匁） 入手先 備考

1 月 27 日 30 立原村本田 持賃 4 匁含む
2 月 16 日 26 小田床村廣七
2 月 19 日 15 高浜村白木河内平七
2 月 20 日 － 今富村友三郎
2 月 26 日 20 福連木村

12 月  7 日 16 小田床村廣七
 出典：「養生方ノ手控」上田家文書 16-42
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さ
ほ
の
薬
入
手
環
境

最
後
に
「
所
持
之
妙
薬
」
と
し
て
、
文
化
六
～
一
〇
年
に
受
領
し
た
薬
が
記
さ

れ
て
い
る
（
表
３
）。
二
四
件
の
薬
を
み
て
い
く
と
、
さ
ほ
が
ど
の
よ
う
に
薬
を

入
手
し
た
か
、
さ
ほ
を
取
り
巻
く
薬
環
境
が
判
明
す
る
。
特
に
、
こ
れ
ま
で
み
て

き
た
小
田
や
田
中
か
ら
の
し
ょ
う
ど
く
丸
・
熊
膽
を
は
じ
め
、
宜
珍
を
媒
介
に
し

た
支
配
関
係
（
島
原
藩
、
長
崎
代
官
：
森
山
儀
兵
衛
）
や
各
地
の
知
人
（
長
崎
：

伊
藤
三
郎
兵
衛
、中
村
幸
平
）
か
ら
受
け
取
っ
て
い
る
。
ま
た
伊
勢
の
万
金
丹
は
、

文
化
三
年
三
月
三
日
の
日
記
か
ら
、
福
島
御
塩
焼
太
夫
内
横
橋
吉
左
衛
門
と
い
う

伊
勢
御
師
か
ら
入
手
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
文
化
六
年
の
コ
ン
コ
ウ
丸
と
三
妙
さ

ん
は
、
血
の
道
の
医
家
伝
来
、
妊
娠
時
に
使
用
で
き
な
い
な
ど
、
さ
ほ
の
病
状
・

状
況
に
あ
っ
た
薬
で
あ
る
。
文
化
七
年
八
月
に
女
子
を
出
産
し
て
い
る
の
で
、
当

時
妊
娠
し
て
お
り
注
記
し
た
可
能
性
が
高
い
。

そ
し
て
、
薬
種
を
扱
っ
て
い
た
今
富
の
友
三
郎
か
ら
き
な
う
丸
を
貰
う
な
ど
、

親
戚
の
場
合
も
あ
る
。
友
三
郎
は
今
富
村
庄
屋
で
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
み
た
よ
う

に
小
田
へ
の
訪
問
、
鹿
頭
や
さ
ほ
が
薬
を
調
合
す
る
際
の
薬
種
の
入
手
先
で
あ
っ

た
。
友
三
郎
の
日
記
に
は
、
文
化
五
年
正
月
六
日
に
薬
店
開
祝
を
し
て
お
り
、
そ

の
前
後
に
も
各
地
の
医
師
が
薬
調
に
来
て
い
る
。
文
化
二
年
二
月
二
三
日
高
浜
村

万
吉
方
借
家
の
長
崎
東
横
町
医
師
藤
崎
周
甫
、
文
化
一
三
年
二
月
一
二
日
崎
津
納

助
宅
滞
在
中
の
長
崎
医
師
小
川
元
碩
な
ど
の
事
例
が
あ
る（26）

。
こ
の
よ
う
な
薬
種

を
扱
う
親
類
の
存
在
な
ど
が
、
さ
ほ
の
病
・
薬
認
識
に
影
響
し
た
可
能
性
も
あ
る
。

し
か
し
、
宜
珍
日
記
に
は
、
享
和
三
年
八
月
晦
日
、
高
浜
村
の
薬
種
屋
虎
市
が
不

正
薬
品
買
入
の
疑
い
を
か
け
ら
れ
た
際
の
記
録
で
、
虎
市
は
、
長
崎
桜
町
木
屋
与

一
衛
門
、
大
坂
道
性
（
修
）
町
橋
爪
善
八
郎
の
両
薬
種
屋
か
ら
薬
を
買
い
入
れ
て

表３ さほ所持の妙薬
薬名 産地 受領年月・人物 但し書他

1 しやうどく丸 薩州 中村様・田中様・小田様ゟ手ニ入
2 しんじゆ丸 肥後
3 まんきんたん 伊勢
4 くまのい
5 平安さん

6 幸請丸　カウセイ
グワン 文化六巳年日田表ゟ松尾氏御進物 但くわしく書付添

7 八仙再造丸　ハツ
センサイゾウグワン いよの士ゟ筑前ニ而主し御もらい 壱包二百六十四文、半包百二文、但く

わしくのう書并弘書とて候有り
8 コンコウ丸 文化六巳年・嶋原御取次神崎武右衛門様ゟ 但男女共ニ用妙薬尤にんしんの節用ひず

9 三妙さん 同年同近習御目付青木九郎兵衛様ゟ 但血の道の薬医家ゟ家伝の由、もらい
ける故、下さる事

10 ちやこう 長崎遠見衆并両組方ゟ度々もらいける
11 きなう丸 今富兄様ゟもらいける
12 もくらの黒焼 中村幸平様ゟ
13 順気木香丸 中村幸平様ゟ 是ハわもし用分
14 めしまこぶ
15 ニノリヤアカ 文化九年長崎伊藤三郎兵衛様ゟ
16 かうやく 文化九年長崎伊藤三郎兵衛様ゟ
17 廻生丹 文化十酉年同人（長崎伊藤三郎兵衛）ゟ 右進物
18 ヲクリカンキリ 文化十酉年同人（長崎伊藤三郎兵衛）ゟ 右進物
19 粉胡椒 文化十酉年同人（長崎伊藤三郎兵衛）ゟ 右進物
20 竜眼肉 文化十酉年同人（長崎伊藤三郎兵衛）ゟ 右進物
21 吸若子 文化十酉年同人（長崎伊藤三郎兵衛）ゟ 右進物
22 妙ねりやく 文化十酉年同人（長崎伊藤三郎兵衛）ゟ 右進物
23 益母丸 文化九申年松下先生ゟ

24 天与丸  壱包  十り
う入

酉（文化 10）閏十一月朔日、右御役所詰
松山森兵衛様ゟ下さる 他疱瘡除ケ妙薬

 出典：「養生方ノ手控」上田家文書 16-42
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い
る
。
こ
の
事
例
か
ら
高
浜
に
お
け
る
薬
種
屋
の
存
在
や
、
長
崎
・
大
坂
の
都

市
と
の
つ
な
が
り
が
み
ら
れ
る
。
地
方
村
落
で
も
、
薬
種
が
流
通
し
入
手
で
き
る

環
境
に
あ
っ
た
と
い
え
る
。

さ
ほ
自
身
の
関
係
を
み
る
と
、
幸
請
丸
は
文
通
相
手
と
な
っ
た
日
田
郡
代
手
代

松
尾
氏
、
益
母
丸
は
書
の
師
匠
長
崎
の
松
下
新
三
郎
で
あ
る
。
ま
ず
松
尾
氏
は
、

日
田
郡
代
羽
倉
権
九
郎
の
手
代
松
尾
嘉
作
で
、
実
際
に
は
文
通
し
た
妻
の
い
ち
と

考
え
ら
れ
る
。
い
ち
と
は
享
和
三
～
文
政
三
年
（
一
八
〇
三
～
二
〇
）
頃
、
長
期

間
に
わ
た
り
文
通
し
て
い
る（27）

。
享
和
三
年
の
書
状
で
、
引
っ
越
し
て
早
三
年
と

あ
る
こ
と
か
ら
、享
和
以
前
い
ち
は
さ
ほ
の
近
所
に
居
住
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

い
ち
へ
の
書
状
に
は
、
文
化
五
年
九
月
「
宿
病
の
う
へ
去
秋
よ
り
肩
の
い
た
み
に

て
何
分
に
も
筆
取
成
り
か
ね
」
と
宿
病
や
肩
の
痛
み
を
知
ら
せ
て
い
る
。
同
時

期
と
思
わ
れ
る
書
状
に
は
、
現
在
臥
し
て
い
る
状
態
で
、「
と
か
く
気
こ
り
、
お

り
お
り
悩
ミ
つ
よ
く
な
が
な
が
の
事
に
御
さ
候
へ
は
、
心
し
か
た
の
妙
薬
に
而
も

相
用
試
度
」
と
、
こ
れ
ま
で
み
て
き
た
宿
病
の
状
況
を
知
ら
せ
、
妙
薬
が
あ
れ
ば

試
し
た
い
と
伝
え
て
い
る
。
幸
請
丸
が
こ
の
妙
薬
と
一
致
す
る
か
ど
う
か
不
明
だ

が
、
文
化
六
年
は
小
田
の
治
療
を
受
け
て
い
た
時
期
で
あ
り
可
能
性
は
高
い
。

つ
ぎ
に
書
の
師
匠
で
あ
る
長
崎
の
松
下
新
三
郎
保
教
は
、
さ
ほ
が
ま
と
め
た

寛
政
か
ら
文
化
七
年
春
ま
で
の
松
下
の
書
状
集
が
あ
る（28）

。「
御
筆
の
す
す
み
殊
外

よ
ろ
し
く
見
事
」「
久
し
ぶ
り
に
清
書
拝
し
大
い
に
喜
び
」
と
の
感
想
や
、
庭
訓

往
来
や
商
売
往
来
な
ど
手
本
の
送
付
他
、
指
導
の
様
子
が
う
か
が
え
る
。
そ
の

な
か
で
、
九
月
一
七
日
に
は
、「
御
病
気
も
全
快
の
よ
し
、
ま
す
ま
す
め
で
た
く
」

「
御
障
り
に
な
り
申
さ
す
候
様
御
出
精
」
な
ど
、
病
気
に
関
す
る
記
述
が
み
え
る
。

益
母
丸
は
、
名
前
の
通
り
母
・
女
性
に
関
す
る
薬
で
あ
り
、
現
在
で
は
月
経
不
順

に
用
い
る
漢
方
薬
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
さ
ほ
を
取
り
巻
く
薬
入
手
の
環
境
は
、
父
宜
珍
の
支
配
関
係
や

知
人
、
親
類
で
薬
種
屋
で
あ
る
友
三
郎
を
基
に
、
文
通
相
手
や
書
の
師
匠
な
ど
、

さ
ほ
独
自
の
関
係
者
に
よ
る
広
が
り
が
み
え
る
。

　
　

お
わ
り
に

こ
れ
ま
で
三
章
に
わ
た
り
、
近
世
後
期
、
村
社
会
に
お
け
る
庄
屋
家
の
娘
が
、

自
分
の
病
や
体
、
そ
れ
に
関
わ
る
医
師
の
診
察
・
投
薬
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に

観
察
・
認
識
し
て
い
た
か
、
そ
の
実
態
に
つ
い
て
あ
き
ら
か
に
し
た
。
１
・
２

で
は
、
文
化
五
年
一
〇
月
、
熊
本
城
下
に
お
け
る
、
藩
医
村
井
椿
寿
・
永
井
幸
琢
・

林
田
惟
俊
の
そ
れ
ぞ
れ
の
診
察
、
投
薬
や
灸
治
を
追
っ
た
。
さ
ほ
は
、
当
時
高
名

で
あ
っ
た
村
井
椿
寿
の
診
察
を
受
け
「
白
血
」
と
診
断
さ
れ
た
が
、
そ
の
対
応
・

薬
功
に
疑
問
を
持
ち
、
三
度
も
訪
問
し
、
複
数
の
門
人
に
問
い
た
だ
す
な
ど
積
極

的
な
態
度
を
と
る
。
ま
た
、
対
応
が
丁
寧
な
息
子
村
井
冠
吾
と
比
較
し
、
永
井
・

林
田
と
い
う
別
の
藩
医
に
受
診
す
る
な
ど
、
現
代
の
セ
カ
ン
ド
・
オ
ピ
ニ
オ
ン
的

な
行
動
に
出
て
い
る（29）

。
こ
れ
ら
の
医
師
の
選
択
に
は
、
上
田
家
の
縁
戚
と
考
え

ら
れ
交
流
し
て
い
た
熊
本
藩
士
上
田
家
の
存
在
も
う
か
が
え
る
。

そ
し
て
、
治
療
の
過
程
で
、
各
医
師
か
ら
長
期
治
療
の
必
要
性
、
長
期
滞
在
は

不
要
と
い
う
判
断
と
、
熊
本
城
下
に
お
け
る
疱
瘡
の
発
生
に
よ
り
、
目
立
っ
た
薬

功
が
で
な
い
ま
ま
急
ぎ
帰
国
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
特
に
疱
瘡
に
関
し
て
熊
本
行

の
半
年
前
ま
で
高
浜
村
で
疱
瘡
が
流
行
し
て
お
り
、
記
憶
が
新
し
く
罹
患
の
恐
怖

心
が
大
き
く
影
響
し
た
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
薬
に
関
し
て
は
「
桂
枝
・
茯
苓
・
加

大
黄
湯
」
な
ど
の
知
識
を
持
ち
、
薬
名
と
効
能
を
理
解
し
た
上
で
、
自
分
の
体
の

九
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変
化
を
克
明
に
記
録
し
て
い
る
。
各
医
師
に
よ
り
診
断
や
投
薬
は
共
通
す
る
面
が

多
い
が
、
食
事
の
宜
禁
は
医
師
の
流
派
や
そ
の
土
地
の
産
物
な
ど
に
よ
り
相
違
し

て
い
た
。
帰
国
後
、
薬
功
比
較
を
行
い
、
村
井
は
あ
わ
ず
永
井
・
林
田
は
効
く
、

特
に
血
道
家
の
永
井
の
薬
を
評
価
す
る
が
、
い
ず
れ
も
症
状
は
大
き
く
は
変
わ
ら

ず
定
め
か
ね
る
と
の
判
断
を
し
て
い
る
。

３
で
は
、
翌
文
化
六
年
崎
津
に
漂
着
唐
船
の
付
添
で
来
訪
し
た
鹿
児
島
藩
医
小

田
医
三
の
診
察
・
投
薬
、
鹿
頭
霜
の
作
成
や
そ
の
効
果
を
み
た
。
立
場
は
同
じ
藩

医
で
あ
る
が
熊
本
と
違
い
、
さ
ほ
の
居
住
地
付
近
で
、
医
師
に
と
っ
て
は
出
先
に

お
け
る
診
断
・
投
薬
の
対
応
で
あ
っ
た
。
小
田
は
熊
本
の
医
師
の
判
断
を
見
込
み

違
い
と
し
別
の
薬
を
出
し
、
加
え
て
鹿
頭
霜
の
作
成
方
法
も
伝
授
し
た
。
さ
ほ
は

薬
を
自
分
で
調
合
し
て
い
る
可
能
性
が
高
く
、「
請
心
地
」
の
違
い
を
薬
品
の
質
・

重
量
な
ど
に
求
め
る
な
ど
実
証
的
な
視
点
か
ら
判
断
し
て
い
る
。
薬
と
鹿
頭
霜
の

兼
用
に
よ
り
快
方
に
向
か
う
様
子
が
わ
か
り
、
体
内
か
ら
排
出
さ
れ
た
塊
を
観
察

す
る
な
ど
冷
静
に
自
分
の
体
の
変
化
を
み
つ
め
分
析
し
て
い
る
。
こ
の
他
、
薬
の

回
数
や
代
金
の
記
録
を
ま
と
め
て
い
る
。
最
後
の
薬
の
入
手
先
は
、
父
宜
珍
の
支

配
関
係
・
知
人
、
親
類
で
薬
種
屋
の
友
三
郎
を
基
に
、
文
通
相
手
や
書
の
師
匠
な

ど
、
さ
ほ
独
自
の
広
が
り
が
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

こ
の
分
析
か
ら
、
さ
ほ
の
病
や
体
に
つ
い
て
の
詳
細
な
観
察
・
認
識
の
実
態
の

意
義
に
つ
い
て
先
行
研
究
を
踏
ま
え
て
考
え
て
い
き
た
い
。

①
自
分
の
病
・
体
を
詳
細
に
記
録
し
て
い
る
点
は
、
頼
静
子
の
事
例
と
共
通
す
る
。

さ
ほ
の
場
合
、
日
記
で
は
な
く
「
養
生
方
ノ
手
控
」
と
い
う
、
史
料
の
性
格
に
よ

る
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
自
分
の
状
況
を
中
心
に
記
さ
れ
て
お
り
、
夫
は
ご
く
一

部
で
あ
り
、
下
女
の
記
述
も
ほ
と
ん
ど
な
い
。
高
野
信
治
氏
は
当
時
の
妻
は
、
家

族
、
下
人
・
下
女
の
体
調
管
理
が
、
家
政
を
実
質
的
に
担
う
立
場
と
し
て
必
要
で

あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
そ
の
点
、
さ
ほ
は
、
実
父
が
当
主
で
母
も
健
在
で
あ
り
、
約

一
ヶ
月
間
の
熊
本
へ
の
療
養
や
一
村
一
社
順
拝
な
ど
家
を
離
れ
る
こ
と
が
可
能
な

立
場
で
あ
る
。
妻
で
あ
り
な
が
ら
娘
と
し
て
比
較
的
自
由
な
行
動
と
判
断
が
可
能

と
考
え
る
。
し
か
し
、
今
回
の
「
養
生
」
は
、
庄
屋
家
の
継
承
の
た
め
妊
娠
・
出

産
す
る
次
代
妻
と
し
て
の
役
割
・
期
待
を
負
う
行
動
で
も
あ
り
、
両
側
面
の
要
素

が
含
ま
れ
る
。

②
さ
ほ
の
場
合
は
、
妊
娠
に
つ
な
が
る
経
候
不
調
な
ど
婦
人
病
の
治
療
で
あ
り
、

妻
と
し
て
の
役
割
を
自
覚
し
、
自
身
の
体
調
や
病
状
の
変
化
を
特
に
詳
細
に
観
察

し
た
と
い
え
る
。
そ
の
よ
う
に
考
え
る
と
「
養
生
方
ノ
手
控
」
は
、
沢
山
美
果
子

氏
の
提
示
す
る
「〈
産
む
〉
身
体
観
」
を
前
提
と
し
た
、
記
録
行
為
で
あ
っ
た
と

も
い
え
る
。
妊
娠
・
出
産
に
関
し
て
、
当
時
の
女
性
自
身
と
医
師
の
判
断
に
差
が

な
い
と
い
う
指
摘
に
対
し
て
、
女
性
自
身
の
見
立
て
に
よ
る
妊
娠
前
段
階
の
病
・

体
の
記
録
は
、
当
時
の
医
師
・
医
学
の
患
者
・
病
認
識
な
ど
の
比
較
研
究
に
お
い

て
も
重
要
で
あ
る
。

③
ま
た
、
二
〇
代
前
半
の
女
性
本
人
が
記
し
た
受
診
・
服
薬
、
体
調
・
病
状
の
記

録
は
、医
師
へ
の
説
明
の
た
め
と
も
い
え
る
。各
医
師
へ
は「
最
初
よ
り
の
事
申
上
」

「
こ
ま
こ
ま
申
上
」
と
あ
る
よ
う
に
詳
細
に
語
っ
て
お
り
、
そ
の
た
め
の
記
録

と
し
て
ま
と
め
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
記
録
と
い
う
視
点
か
ら
考
え

る
と
、
父
宜
珍
の
庄
屋
日
記
と
の
共
通
性
を
指
摘
で
き
る
。
宜
珍
は
、
ほ
ぼ
毎
日

公
私
の
動
向
を
地
域
情
報
と
し
て
日
記
に
詳
細
に
記
録
・
蓄
積
し
、
村
の
行
政
や

運
営
に
活
用
し
て
い
た（30）

。
さ
ほ
は
、
和
歌
と
同
じ
く
、
父
の
日
記
執
筆
、
村

行
政
の
運
営
を
近
く
で
見
聞
し
て
お
り
、
そ
の
姿
勢
・
様
式
に
学
ん
だ
可
能
性
が

九
二

京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
「
人
文
」
第
七
十
四
号



高
い
。
記
録
以
外
に
も
、
日
付
の
変
わ
り
目
の
赤
丸
印
、「
ク
」「
ス
」
の
朱
字

記
号
に
よ
る
閲
覧
の
工
夫
、
薬
の
回
数
や
代
金
の
ま
と
め
な
ど
も
、
村
や
家
の

記
録
手
法
と
考
え
ら
れ
る
。
医
師
情
報
や
薬
の
入
手
も
、
父
宜
珍
の
支
配
関
係
・

知
人
が
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
熊
本
城
下
の
疱
瘡
に
対
す
る

敏
感
な
反
応
は
、
熊
本
行
の
半
年
前
に
宜
珍
が
対
策
に
あ
た
っ
た
疱
瘡
流
行
に
関

連
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
当
時
、
天
草
を
は
じ
め
国
内
各
地
で
疱
瘡
忌
避
意
識

は
強
か
っ
た
が
、
こ
れ
も
庄
屋
宜
珍
の
も
と
で
見
聞
し
た
経
験
に
よ
る
も
の
と

い
え
る
。
こ
の
よ
う
に
村
行
政
・
運
営
に
よ
る
個
人
の
周
辺
環
境
と
病
・
体
認

識
と
の
関
係
も
指
摘
で
き
る
。
さ
ほ
の
自
己
表
現
能
力
や
生
活
し
た
庄
屋
家
の

環
境
は
、
一
般
的
な
農
民
層
と
は
相
違
す
る
が
、
病
・
体
な
ど
の
変
化
は
共
通

す
る
と
思
わ
れ
、
そ
の
実
態
は
普
遍
化
で
き
る
と
考
え
る
。
同
様
の
事
例
と
の

比
較
研
究
が
今
後
の
課
題
と
い
え
る
。

追
記

史
料
の
閲
覧
に
際
し
て
上
田
陶
石
合
資
会
社
、
岩
下
邦
明
所
長
、
田
中
光

德
氏
に
は
御
高
配
を
賜
っ
た
。
こ
こ
に
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。
な
お
本
稿

は
二
〇
二
二
年
度JSPS

科
研
費19H

00540

「
障
害
の
歴
史
性
に
関
す
る
学
際

統
合
研
究

―
比
較
史
的
な
日
本
観
察
―
」（
研
究
代
表
者
高
野
信
治
）
の
研
究

成
果
の
一
部
で
あ
る
。

（
二
〇
二
二
年
一
〇
月
三
日
受
理
）

（
ひ
が
し

の
ぼ
る

文
学
部
教
授
）

（1）
上
田
家
文
書
は
、
庄
屋
家
の
子
孫
に
あ
た
る
上
田
陶
石
合
資
会
社
（
熊
本
県
天

草
市
）
が
所
蔵
す
る
。
な
お
文
書
目
録
は
天
草
町
教
育
委
員
会
編
『
天
草
町
上
田

家
文
書
目
録
』（
一
九
九
六
年
）
が
あ
る
。
以
下
上
田
家
文
書
を
引
用
す
る
場
合

に
は
文
書
番
号
を
記
す
。

（2）
高
野
信
治
「
武
家
夫
婦
の
日
記
と
病
気
記
録
：
広
島
藩
儒
者
頼
春
水
・
静
子

の
〈
障
害
〉
認
識
を
考
え
る
」『
障
害
史
研
究
』
二
、九
州
大
学
大
学
院
比
較
社
会

文
化
研
究
院
、
二
〇
二
一
年
、
六
三
～
七
七
頁
。

（3）
吉
田
ゆ
り
子
「「
主
婦
」
の
仕
事
」『
近
世
の
家
と
女
性
』
山
川
出
版
社
、

二
〇
一
六
年
、
一
七
六
～
一
七
九
頁
（
初
出
「
江
戸
時
代
に
お
け
る
武
家
女
性
の

生
活
」大
口
勇
次
郎
編『
頼
梅
颸
日
記
の
研
究
』お
茶
の
水
女
子
大
学
ジ
ェ
ン
ダ
ー

研
究
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
〇
一
年
）。

（4）
東
昇
「
地
域
情
報
の
集
成
と
知
識
の
伝
播
―
書
籍
に
よ
る
人
の
つ
な
が
り
」

『
近
世
の
村
と
地
域
情
報
』、
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
六
年
（
初
出
「
近
世
後
期
肥

後
国
天
草
郡
に
お
け
る
庄
屋
を
め
ぐ
る
書
籍
の
貸
借
と
学
問
・
行
政
」『
京
都
府

立
大
学
学
術
報
告
（
人
文
）』
六
七
、一
一
七
～
一
三
二
頁
、
二
〇
一
五
年
）。

（5）
沢
山
美
果
子
「
町
人
家
族
の
胎
児
観
、〈
産
む
〉
身
体
観
―
津
山
城
下
町
を
中

心
に
」「〈
産
む
〉
身
体
を
め
ぐ
る
権
力
関
係
」『
出
産
と
身
体
の
近
世
』
勁
草
書
房
、

一
九
九
八
年
、
一
三
八
～
一
三
九
、一
七
六
頁
。

（6）
さ
ほ
の
一
生
は
、
宗
門
改
帳
（
上
田
家
文
書
七
―
七
～
三
四
）、
父
上
田
宜
珍

の
日
記
を
参
照
し
た
。
な
お
日
記
は
、『
天
草
郡
高
浜
村
庄
屋

上
田
宜
珍
日

記
』
寛
政
五
～
文
化
一
五
年
、
全
二
〇
巻
、
天
草
町
教
育
委
員
会
、
一
九
八
五
～

一
九
九
八
年
に
よ
る
。
本
文
中
に
記
載
の
な
い
年
月
日
史
料
の
出
典
は
、
上
田
宜

珍
日
記
で
あ
り
、
各
年
の
該
当
月
日
を
参
照
い
た
だ
き
た
い
。

（7）
上
田
家
文
書
一
六
―
二
六
一
「
子
守
歌
」、
一
六
―
追
一
五
「
歌
稿
」。

九
三

近
世
後
期
庄
屋
家
妻
の
病
・
体
認
識

―
天
草
郡
高
浜
村
上
田
さ
ほ
の
養
生
記
録
―



（8）
角
田
政
治
『
上
田
宜
珍
伝

附
上
田
家
代
々
の
略
記
』（
以
下
『
上
田
宜
珍
伝
』

と
略
す
）
一
九
四
〇
年
、
二
〇
七
頁
。

（9）
上
田
家
文
書
六
―
七
二
。

（10）
上
田
家
文
書
一
六
―
二
六
二
「
日
田
并
大
阪
表
へ
遣
す
ふ
み
の
下
書
」。

（11）
『
上
田
宜
珍
伝
』
二
一
四
頁
。

（12）
上
田
家
文
書
一
六
―
四
二
。

（13）
以
下
、
病
気
・
薬
は
日
本
国
語
大
辞
典
、
情
報
・
知
識 im

idas

、
ジ
ャ
パ
ン

ナ
レ
ッ
ジ
版
な
ど
を
参
照
し
て
い
る
。

（14）
『
上
田
宜
珍
伝
』
七
四
～
七
五
頁
、
こ
の
「
熊
本
行
帰
日
記
」
は
現
在
の
文
書

目
録
か
ら
は
確
認
で
き
な
い
た
め
、
同
書
の
翻
刻
を
利
用
し
た
。

（15）
東
昇
「
一
九
世
紀
前
期
肥
後
国
天
草
郡
高
浜
村
庄
屋
上
田
宜
珍
の
家
祖
調
査

―
美
濃
大
井
の
根
津
甚
平
と
信
濃
祢
津
、
鷹
―
」『
京
都
府
立
大
学
学
術
報
告

（
人
文
）』
六
八
、三
一
一
～
三
三
一
頁
、
二
〇
一
六
年
。

（16）
桑
原
惠
に
よ
る
と
、
旅
の
機
会
の
少
な
い
女
性
は
、
旅
行
に
普
段
以
上
の
感

慨
を
持
つ
、
和
文
で
叙
情
的
に
な
り
や
す
く
、
和
歌
を
交
え
る
と
す
ぐ
に
紀
行

文
の
体
裁
に
な
る
と
指
摘
す
る
（
同
「
近
世
的
教
養
文
化
と
女
性
」
女
性
史
総

合
研
究
会
編
『
日
本
女
性
生
活
史
』
三
近
世
、東
京
大
学
出
版
会
、一
九
九
〇
年
、

九
五
頁
）。

（17）
山
崎
正
董
『
肥
後
医
育
史
』、
鎮
西
医
海
時
報
社
、
一
九
二
九
年
。

（18）
「
山
崎
町
」『
日
本
歴
史
地
名
大
係
』、
平
凡
社
、
ジ
ャ
パ
ン
ナ
レ
ッ
ジ
版
。

（19）
松
﨑
範
子
「
村
井
椿
寿
（
琴
山
）
と
吉
益
東
洞
」『
日
本
医
史
学
雑
誌
』
六
五

―
一
、二
〇
一
九
年
、
四
三
～
六
五
頁
。

（20）
「
文
政
三
年
正
月
調
士
席
以
上
名
録
」
川
口
恭
子
編
『
細
川
家
家
臣
略
系
譜
』

熊
本
藩
政
史
研
究
会
、
一
九
八
三
年
、
八
五
頁
、
松
本
寿
三
郎
編
『
肥
後
細
川
家

侍
帳
』
四
、
細
川
藩
政
史
研
究
会
、
一
九
七
九
年
、
三
六
五
頁
。
さ
ほ
は
「
永
井

コ
ウ
タ
ク
」
と
し
、
宜
珍
日
記
の
文
化
六
年
五
月
九
日
に
は
「
永
井
厚
沢
老
」
と

記
さ
れ
る
が
、
永
井
幸
琢
と
す
る
。

（21）
前
掲
、
川
口
恭
子
編
『
細
川
家
家
臣
略
系
譜
』
八
六
頁
、
松
本
寿
三
郎
編

『
肥
後
細
川
家
侍
帳
』
四
、三
五
三
頁
。

（22）
曲
直
瀬
玄
朔
『
日
用
食
性
』、
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
、
特
一
―
二
八
一
六
。

（23）
東
昇
「
近
世
後
期
天
草
郡
高
浜
村
に
お
け
る
疱
瘡
流
行
と
迫
・
家
へ
の
影
響
」

『
京
都
府
立
大
学
学
術
報
告（
人
文
）』七
三
、一
二
九
～
一
五
二
頁
、二
〇
二
一
年
。

（24）
前
掲
、
東
昇
「
一
九
世
紀
前
期
肥
後
国
天
草
郡
高
浜
村
庄
屋
上
田
宜
珍
の
家
祖

調
査
―
美
濃
大
井
の
根
津
甚
平
と
信
濃
祢
津
、
鷹
―
」
三
一
五
頁
。

（25）
寛
政
期
の
鹿
児
島
藩
の
分
限
帳
で
は
、「
側
医
師

小
田
慶
篤

九
六
石
」
と

い
う
同
姓
の
医
師
が
い
る
（「
島
津
家
分
限
帳
」
高
野
和
人
編
『
薩
州
島
津
家
分

限
帳
』
青
潮
社
、
一
九
八
四
年
）。

（26）
上
田
家
文
書
六
―
七
二
・
七
四
・
七
八
「
日
記
」。

（27）
上
田
家
文
書
一
六
―
二
六
二
「
日
田
并
大
阪
表
へ
遣
す
ふ
み
の
下
書
」。

（28）
上
田
家
文
書
一
六
―
二
六
三
「
長
崎
松
下
先
生
御
玉
章
」。

（29）
こ
の
よ
う
な
医
師
選
択
は
、
長
田
直
子
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
当
時
も
存

在
し
て
い
た
。
長
田
氏
は
、
近
世
後
期
の
都
市
近
郊
農
村
の
多
摩
地
域
で
、
在

村
の
か
か
り
つ
け
医
と
江
戸
の
専
門
医
の
選
択
が
あ
り
、
そ
の
上
で
藩
医
や
高

名
な
医
師
で
も
患
者
に
選
択
さ
れ
る
対
象
と
な
っ
た
と
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

（
同
「
近
世
後
期
に
お
け
る
患
者
の
医
師
選
択
：『
鈴
木
平
九
郎
公
私
日
記
』

を
中
心
に
」『
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
』
一
一
六
、二
〇
〇
四
年
、

三
一
七
～
三
四
二
頁
。

（30）
前
掲
、
東
昇
『
近
世
の
村
と
地
域
情
報
』。

九
四

京
都
府
立
大
学
学
術
報
告
「
人
文
」
第
七
十
四
号




